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漢
文
指
導
の
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さ
や
か
な
ヒ
ン
ト�
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か

田だ
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つ

郎ろ
う
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学
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属
高
等
学
校
）

　

四
七
年
間
の
漢
文
教
師
生
活
を
振
り
返
り
、
成
功
と
失
敗
か
ら
得
た

教
訓
の
一
端
を
お
示
し
し
ま
す
。
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
、
話
題
を
漢

字
・
熟
語
指
導
の
一
点
に
絞
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

「
今
日
の
漢
字
・
熟
語
」
を
使
っ
た
授
業
始
め

　

私
が
教
壇
に
立
っ
た
三
校
で
は
、
授
業
は
週
番
や
日
直
の
「
起
立
、

礼
、
着
席
」
の
号
令
で
始
ま
る
の
が
通
例
で
し
た
。
し
か
し
、
五
〇
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
、
こ
の
形
式
に
違
和
感
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。「
礼
」

に
則
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緊
張
感
が
生
ま
れ
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
の
授
業
に
限
っ
て
は
号
令
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
教
壇
に
立
っ
た
私
が
、
授
業
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
「
お
は

よ
う
」
あ
る
い
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
発
声
し
、
生
徒
が
着
席
の
状
態

で
そ
れ
に
応
え
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
か
ら
、
授
業
開
始
時
の

だ
ら
け
た
数
分
間
が
解
消
で
き
た
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
取
り
入
れ
た
の
が
、「
今
日
の
漢
字
・
熟
語
」
の
提
示
で
す
。

漢
字
一
字
ま
た
は
熟
語
一
語
を
大
き
く
板
書
し
、
そ
の
漢
字
の
成
り
立

ち
や
意
味
、
熟
語
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
五
分
ほ
ど
話
し
、
時
に
は

生
徒
に
考
え
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
九
月
九
日
な
ら
、「
重
陽
」
の
由
来
を
。
菊
の
節
句
に
ち

な
ん
で
、「
菊
」
に
は
訓
読
み
が
な
い
理
由
を
類
推
さ
せ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
七
月
七
日
な
ら
、「
七し
ち

夕せ
き

」
を
「
た
な
ば
た
」
と
読
む
背
景

に
つ
い
て
、
と
い
う
具
合
に
話
題
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。

漢
字
・
熟
語
指
導
の
要
点

　

漢
文
学
習
の
優
先
順
位
は
、
一
に
漢
字
と
熟
語
の
意
味
、
二
に
語
順
、

三
に
慣
用
表
現
、
四
に
再
読
文
字
、
最
後
に
句
形
・
句
法

─
こ
れ
が

私
の
持
論
で
す
。
漢
字
・
熟
語
こ
そ
漢
文
学
習
の
原
点
な
の
で
す
。
経

験
か
ら
得
た
漢
字
・
熟
語
指
導
の
要
点
を
順
不
同
で
掲
げ
ま
す
。

① 

手
と
頭
を
使
い
分
け
よ
う

　

小
学
生
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
高
校
生
に
は
手
で
覚
え
る
漢
字
学
習
は

無
用
と
も
思
え
ま
す
が
、
部
分
的
に
は
有
効
で
す
。「
壽
」
を
「
さ
む

巻
頭
エ
ッ
セ
イ
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「
止
」
は
足
の
象
形
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
漢
字
に
興
味
を
持
た
せ
よ
う
と

す
る
あ
ま
り
、
俗
説
（
通
俗
字
解
）
に
頼
る
の
は
、
き
わ
め
て
危
険
で

す
。「
絆
」
も
「
糸
を
半
分
ず
つ
持
つ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④ 

成
り
立
ち
の
説
明
は
と
き
に
は
旧
字
体
で

　

高
等
学
校
段
階
で
は
旧
字
体
・
正
字
体
の
学
習
は
必
須
で
は
な
い
も

の
の
、
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
と
き
に
は
古
い
字
体
に
戻
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
突
」
や
「
臭
」
の
「
大
」
は
、「
犬
」
で
な
い
と

説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。「
抜
」
の
「
友
」
は
、
実
は
「
犮ハ
ツ

」
で
す
。
漢

和
辞
典
の
解
字
欄
に
目
を
向
け
る
よ
う
、
常
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

国
訓
の
存
在
を
知
ら
せ
よ
う

　
「
柏ハ
ク

」
を
柏
餅
の
柏カ
シ
ワと
考
え
る
と
、「
松し
ょ
う

柏は
く

」
の
語
の
説
明
が
つ
き
ま

せ
ん
。「
柏
」
は
ヒ
ノ
キ
や
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
よ
う
な
常
緑
の
針
葉
樹

で
す
か
ら
、「
松
」
と
合
わ
せ
て
人
の
節
操
や
長
寿
の
た
と
え
に
な
る

の
で
す
。「
桂ケ
イ

」「
楓フ
ウ

」
を
国
訓
で
「
か
つ
ら
」「
か
え
で
」
と
読
ん
で

い
て
は
、
漢
詩
・
漢
文
の
正
確
な
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑥ 
書
き
換
え
に
目
を
光
ら
せ
よ
う

　
「
才
」
に
年
齢
の
意
味
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
○
才
」
と
書
く

の
は
小
学
校
の
漢
字
指
導
の
負
の
遺
産
で
す
。「
世
論
」
が
「
輿よ

論ろ
ん

」

の
書
き
換
え
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、「
せ
ろ
ん
」
が
本
来
は
誤
読
で

ら
い
（
士
）
／
ふ
え
（
フ
エ
）
ふ
く
／
い
ち
い
ん
ち
（
一
吋
）」
と
覚

え
る
の
が
、
そ
の
例
で
す
。「
怒
濤
」「
祈
禱
」
を
簡
易
な
字
体
で
「
怒

涛
」「
祈
祷
」
と
書
く
の
は
、
教
育
現
場
で
は
感
心
し
ま
せ
ん
。

　

現
代
で
は
大
人
も
手
書
き
の
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
書

い
た
こ
と
の
な
い
漢
字
は
書
け
な
い
の
が
現
実
で
す
。
教
師
自
身
が
手

書
き
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

② 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
首
名
を
作
ろ
う

　

高
等
学
校
の
段
階
で
は
、
頭
で
漢
字
を
覚
え
る
こ
と
を
奨
励
し
ま

し
ょ
う
。「『
裕
』
の
部
首
は
衣
こ
ろ
も

偏へ
ん

で
、
示
し
め
す

偏へ
ん

で
は
な
い
。」
と
説
明
さ

れ
て
も
、
瞬
時
に
理
解
で
き
な
い
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
衣

偏
と
異
な
り
、
示
偏
と
い
う
部
首
名
は
意
味
を
表
し
て
い
な
い
か
ら
で

す
。「
示
（
礻
）」
を
部
首
と
す
る
漢
字
は
、
多
く
神
や
祭
事
に
関
す
る

意
味
を
持
ち
ま
す
。「
示
偏
」
を
思
い
切
っ
て
「
神か
み

偏へ
ん

」
ま
た
は
「
祭ま
つ

り
偏へ
ん

」
と
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
生
徒
を
納
得
さ
せ
ら
れ
そ
う
で
す
。

同
様
に
「
ウ
冠
か
ん
む
り

」
を
「
家い
え

冠
か
ん
む
り

」、「
ノの

木ぎ

偏へ
ん

」
を
「
穀こ
く

物も
つ

偏へ
ん

・
作さ
く

物も
つ

偏へ
ん

」
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

③ 

成
り
立
ち
の
安
易
な
説
明
は
禁
物

　
「
武
」
の
成
り
立
ち
を
、「
戈ほ
こ

で
止
め
る
」
と
誤
っ
て
解
釈
を
す
る
人

が
い
ま
だ
に
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
漢
和
辞
典
は
、
ど

れ
を
見
て
も
「
武
」
を
「
戈
を
以
て
進
む
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
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あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ま
す
。

⑦ 

漢
文
で
は
品
詞
の
概
念
が
フ
リ
ー
　

　
「
事
」
に
「
つ
か
え
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
、

「
師
事
」
や
「
事
大
」
の
意
味
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。「
私
」
に
「
ひ
そ

か
に
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、「
私
淑
」「
私
語
」
の
意
味
が

腑
に
落
ち
ま
す
。
漢
字
の
意
味
は
多
様
で
、
日
本
語
の
感
覚
で
「
こ
れ

は
名
詞
、
こ
れ
は
動
詞
」
と
決
め
つ
け
る
の
は
タ
ブ
ー
で
す
。

　

熟
語
で
意
味
を
確
認
す
る
方
法
も
重
要
で
す
。「
与
奪
」「
与
党
」

「
関
与
」
と
並
べ
て
み
る
と
、「
与
」
に
「
あ
た
ふ
（
あ
た
え
る
）」「
く

み
す
（
く
み
す
る
）」「
あ
づ
か
る
（
あ
ず
か
る
）」
の
よ
う
に
多
様
な

意
味
が
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

⑧ 

熟
語
の
訓
読
は
効
果
大

　
「
地
震
（
地ち

震ふ
る

ふ
）」
を
「
地
が
震
え
る
」
と
訓
読
し
て
い
る
限
り
は
、

訓
読
力
の
向
上
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
漢
文
の
訓
読
に
は
、
語
順
の
認

識
と
古
典
文
法
へ
の
準
拠
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
以
上
の
諸
点
は
、
拙
著
『
新
人
教
師
の
た
め
の
漢
文
指
導
入

門
講
座
』
と
同
「
高
校
２
・
３
年
生
編
」
で
詳
細
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

教
師
に
と
っ
て
最
も
怖
い
の
は
、
生
徒
に
実
力
を
見
透
か
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
豊
か
な
漢
文
の
授
業
を
作
り
上
げ
る
に
は
、
十
分
な
教

材
研
究
と
経
験
の
蓄
積
が
不
可
欠
で
す
。「
校
務
や
部
活
の
指
導
で
忙

し
い
」
は
言
い
訳
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
授
業
準
備
を
教
師
用
指
導
書
だ

け
で
事
足
れ
り
と
せ
ず
、
関
連
す
る
書
籍
で
教
養
を
深
め
た
り
、
学
会

や
研
究
団
体
が
主
催
す
る
講
座
、
研
究
授
業
な
ど
に
参
加
し
た
り
す
る

こ
と
も
、
ぜ
ひ
お
考
え
く
だ
さ
い
。
退
役
漢
文
教
師
の
切
な
る
願
い
を

述
べ
て
、
筆
を
擱
き
ま
す
。

塚
田
勝
郎
著 

『
新
人
教
師
の
た
め
の　

漢
文
指
導
入
門
講
座
』 

「
高
校
２
・
３
年
生
編
」
も
登
場
！B5判・160ページ

定価2,420円
（本体2,200円＋税 10％）

漢
文
の
授
業
づ
く
り
を

徹
底
サ
ポ
ー
ト
！

「
誰
で
も
教
え
ら
れ
る
漢

文
」
を
め
ざ
し
、
漢
文
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
わ
か
り

や
す
く
示
す
テ
キ
ス
ト
。

B5判・176ページ
定価3,080円
（本体2,800円＋税 10％）

本
物
の
漢
文
指
導
力
が

身
に
つ
く
！

句
法
・
語
彙
指
導
を
は
じ
め
、

学
習
が
進
ん
だ
生
徒
の
疑
問

に
こ
た
え
る
指
導
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
。
講
義
動
画
・

プ
リ
ン
ト
デ
ー
タ
集
付
。

続刊
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名
と
字あ

ざ
な

Ｑ
１
　
白
居
易
と
白
楽
天
は
、
同
じ
人
物
な
の
で
す
か
。

Ａ　

同
一
人
物
で
す
。「
居
易
」
が
本
名
、「
楽
天
」
は
字あ

ざ
な。
字
は
元
服

し
た
と
き
に
つ
け
、
日
常
に
用
い
る
呼
称
で
す
。
排
行
（
同
族
中
の
同
世

代
の
出
生
順
）
で
「
白
二
十
二
」
と
も
呼
び
ま
す
。「
居
易
」
は
、
儒
教

の
五
経
の
一
つ
『
礼ら
い

記き

』「
中
ち
ゅ
う

庸よ
う

」
の
「
君
子
は
易や
す

き
に
居お

り
て
以
て

命
を
俟ま

ち
（
安
ら
か
な
立
場
に
あ
っ
て
無
理
を
せ
ず
天
命
に
ま
か
せ
る
）、
小
人

は
険
を
行
ひ
て
以
て
幸
を
徼も
と

む
〈
君
子
居
易
以
俟
命
、
小
人
行
険
以
徼
幸
〉」

に
、「
楽
天
」
も
五
経
の
『
易え
き

経き
よ
う』「

繫
辞
上
」
の
「
天
を
楽
し
み
命

を
知
る
、
故
に
憂
へ
ず
〈
楽
天
知
命
、
故
不
憂
〉」
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

〔
逸
話
〕
居
る
こ
と
大
い
に
易や
す

か
ら
ず　

白
居
易
が
初
め
て
科
挙
（
官
吏
登

用
試
験
）
を
受
け
よ
う
と
し
た
頃
、
高
官
で
詩
人
の
顧こ

況き
ょ
うに
自
ら
の
詩

巻
を
献
じ
た
。
最
初
、
顧
況
は
「
都
は
物
価
が
高
く
、
生
活
が
大
変
だ

ろ
う
（
居
る
こ
と
大
い
に
易や

す

か
ら
ざ
ら
ん
〈
居
大
不
易
〉）」
と
か
ら
か
っ
た
が
、

「
野や

火か

焼
け
ど
も
尽
き
ず
、
春
風
吹
き
て
又
生
ず
〈
野
火
焼
不
尽
、
春
風
吹

又
生
〉」
の
句
に
感
動
し
、「
君
は
天
下
に
居
る
の
に
な
ん
の
困
難
も
な

い
だ
ろ
う
」
と
称
賛
し
た
。（
宋
、
王
定
保
『
唐と

う

摭せ
き

言げ
ん

』）

生
涯
と
作
品

Ｑ
２
　
白
居
易
は
ど
ん
な
一
生
を
送
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ　

白
居
易
（
七
七
二
─
八
四
六
）
は
、
鄭て
い

州し
ゅ
う

新
鄭
県
（
河
南
省
新
鄭
市
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
八
〇
〇
年
（
二
九
歳
）、
進
士
科
（
官
吏
登
用
試
験
の

難
関
科
目
）
及
第
。
八
〇
三
年
（
三
二
歳
）
に
秘
書
省
の
校
書
郎
と
な

り
、
八
〇
六
年
（
三
五
歳
）
に
は
、
皇
帝
の
詔
に
よ
る
臨
時
試
験
に
合

格
。
こ
の
年
「
長
恨
歌
」
を
制
作
し
一
躍
名
声
を
博
し
ま
し
た
。

八
〇
七
年
（
三
六
歳
）、
翰か
ん

林り
ん

学
士
と
な
り
、
八
〇
八
年
（
三
七
歳
）
に

左
拾
遺
を
併
任
。
楊
氏
と
結
婚
。「
新し
ん

楽が

府ふ

五
十
首
」
制
作
。
八
一
五

年
（
四
四
歳
）、
宰
相
武ぶ

元げ
ん

衡こ
う

暗
殺
事
件
の
真
相
究
明
を
求
め
る
上
書
を

咎
め
ら
れ
、
江
州
の
司
馬
（
副
長
官
、
閑
職
）
に
左
遷
さ
れ
ま
し
た
。

八
一
六
年
（
四
五
歳
）、「
琵び

琶わ

行こ
う

」
制
作
。
八
一
七
年
（
四
六
歳
）、
廬ろ

山ざ
ん

の
麓
に
草
堂
を
営
み
、「
香
炉
峰
下
、
新
た
に
山
居
を
卜ぼ
く

し
、
草
堂

●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

【
Ｑ
＆
Ａ
】
白
楽
天
に
ま
つ
わ
る
疑
問
解
決
！

�

Ｑ
１
〜
９　

加か

藤と
う　

敏さ
と
し

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

�

Ｑ
10
〜
13　

上う
え

野の

英え
い

二じ

（
成
城
大
学
教
授
）　　
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（
七
七
九
─
八
三
一
）、
字あ
ざ
なは
微び

子し

で
す
。
八
〇
三
年
、
二
人
は
同
時
に
秘

書
省
の
校
書
郎
と
な
り
、
親
交
を
結
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
人
は

八
〇
六
年
の
皇
帝
に
よ
る
臨
時
試
験
に
臨
み
、
と
も
に
合
格
し
ま
し
た
。

以
後
、
浮
沈
の
多
い
官
僚
世
界
の
中
で
二
人
の
友
情
は
深
ま
り
ま
し
た
。

応
酬
の
詩
作
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
、「
三
五
夜
中
新
月
の

色
、
二
千
里
外
故
人
の
心
〈
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
〉」
と
い

う
、
左
遷
先
の
元
稹
を
思
う
名
句
も
あ
り
ま
す
（「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中

に
独
直
し
、
月
に
対
し
て
元
九
を
憶
ふ
」）。
ま
た
元
稹
へ
の
書
簡
「
元
九
に

与
ふ
る
書
」
は
優
れ
た
文
学
論
で
す
が
、
元
稹
が
い
な
け
れ
ば
書
け
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
元
稹
は
文
学
の
友
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

元げ
ん

和な

体た
い

Ｑ
５
　「
元
軽
白
俗
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

Ａ　
「
元
・
白
は
軽
俗
」、
元
稹
は
軽
薄
、
白
居
易
は
平
俗
だ
と
い
う
批

評
で
す
。
白
居
易
は
、
難
解
な
語
句
や
対
句
、
典
故
（
出
典
の
あ
る
故
事

や
字
句
）
な
ど
の
技
巧
を
駆
使
せ
ず
、
平
易
で
誰
も
が
親
し
め
る
表
現

を
追
究
し
、
元げ
ん

和な

体た
い

と
称
さ
れ
る
新
た
な
漢
詩
の
扉
を
開
い
た
の
で
す
。

〔
逸
話
〕
老ろ
う

嫗お
う

に
読
ま
し
む　

白
居
易
は
、
詩
が
で
き
る
と
必
ず
家
の
老

婆
に
読
ま
せ
、
意
味
が
わ
か
る
と
、
は
じ
め
て
記
録
し
た
。
彼
の
詩
は
、

長
老
が
農
民
に
農
作
業
を
教
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
言
葉
は
ほ
と
ん
ど

日
常
使
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。（
元
、
辛し

ん

文ぶ
ん

房ぼ
う

『
唐
才
子
伝
』）

初
め
て
成
り
、
偶
た
ま
た
ま

東
壁
に
題
す
」
詩
制
作
（
→
Ｑ
10
）。
や
が
て
中
央

に
復
帰
し
ま
し
た
が
、
八
二
二
年
（
五
一
歳
）
に
は
杭
州
刺
史
（
長
官
）

に
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
方
、
中
央
の
官
吏
を
歴
任
し
、
八
四
二
年

（
七
一
歳
）、
刑
部
尚
書
（
法
務
大
臣
）
と
し
て
退
官
、
八
四
六
年
、
逝
去
。

そ
の
詩
文
は
、
友
人
元げ
ん

稹し
ん

が
『
白
氏
長
慶
集
』
五
〇
巻
に
ま
と
め
、
そ

の
後
白
居
易
自
ら
が
増
補
を
重
ね
、
八
四
五
年
（
七
四
歳
）
に
『
白は
く

氏し

文も
ん

集じ
ゅ
う』
七
五
巻
が
完
成
し
ま
し
た
。

漢
字
文
化
圏
の
宝

Ｑ
３
　
白
居
易
は
中
国
で
も
人
気
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ　

白
居
易
の
作
品
は
、
生
前
か
ら
大
流
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
自
ら
述
べ
て
い
ま
す
し
、
元
稹
も
、
宮
廷
を
は
じ
め
寺
院
や
宿
場

に
ま
で
、
白
居
易
の
詩
が
書
き
つ
け
ら
れ
、
王
公
、
女
性
、
牛
飼
い
の

子
ど
も
も
口
ず
さ
み
、
伝
写
さ
れ
、
あ
る
い
は
版
木
に
彫
ら
れ
て
い
た

と
あ
り
ま
す
。
新し
ら
ぎ羅
の
商
人
が
高
値
で
買
い
求
め
た
と
も
あ
り
、
ま
た

新
楽が

府ふ

「
売
炭
翁
」
の
書
か
れ
た
紙
片
が
新し
ん

疆き
ょ
うウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。『
白
氏
文
集
』
は
わ
が
国
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
、

白
居
易
の
作
品
は
、
ま
さ
に
漢
字
文
化
圏
の
宝
だ
っ
た
の
で
す
。

知
己

Ｑ
４
　
白
居
易
に
親
し
い
友
人
は
い
ま
し
た
か
？

Ａ　

白
居
易
の
友
人
の
う
ち
、
こ
と
に
親
し
か
っ
た
の
は
、
元
稹



─ 6─

語
ら
い
の
中
で

Ｑ
６
　「
長
恨
歌
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
か
。

Ａ　

八
〇
六
年
、
白
居
易
は
地
方
官
と
し
てち
ゅ
う

厔し
つ

県
（
陝せ

ん

西せ
い

省し
ょ
う

周
至
県
）

に
赴
任
し
ま
し
た
。
楊
貴
妃
が
亡
く
な
っ
た
馬ば

嵬か
い

の
地
も
近
く
で
し
た
。

厔
の
町
に
住
む
王
質
夫
、
陳ち
ん

鴻こ
う

と
連
れ
だ
っ
て
仙
遊
寺
に
遊
び
、
あ

る
時
、
話
題
が
楊
貴
妃
の
こ
と
に
及
び
ま
し
た
。
す
る
と
王
質
夫
が
白

居
易
に
「
楊
貴
妃
の
こ
と
は
世
に
も
稀
な
話
で
あ
る
か
ら
、
詩
才
有
る

君
が
こ
の
物
語
を
歌
に
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ん
だ
の
で
す
。
そ
こ

で
白
居
易
は
「
長
恨
歌
」
を
作
り
、
陳
鴻
に
そ
の
伝
（
解
釈
・
注
釈
）
を

書
か
せ
ま
し
た
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
と
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
は
併
せ

て
『
白
氏
文
集
』
に
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
較
読
み
を
す
る
と
「
長

恨
歌
」
を
よ
り
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

兼
済
と
独
善

Ｑ
７
　
白
居
易
が
大
切
に
し
て
い
た
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

白
居
易
は
、「
窮き

う

す
れ
ば
則す
な
はち

独ひ
と

り
其そ

の
身み

を
善よ

く
し
、
達た
つ

す
れ

ば
則す
な
わち
兼か

ね
て
天て
ん

下か

を
済す
く

ふ
〈
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
〉」
と
い

う
言
葉
の
「
独
善
」（
志
を
得
な
い
時
は
自
ら
修
養
す
る
）「
兼
済
」（
栄
達
す

れ
ば
天
下
を
救
済
す
る
）
と
い
う
こ
と
を
自
ら
の
あ
り
方
と
し
て
大
切
に

し
て
い
ま
し
た
。
政
策
に
関
わ
る
上
書
や
杭
州
知
事
で
あ
っ
た
と
き
の

湖
堤
の
改
修
と
灌
漑
工
事
等
は
「
兼
済
」
で
す
し
、「
新
楽
府
五
十
首
」

他
、
諷ふ
う
諭ゆ

詩
と
呼
ぶ
詩
を
制
作
し
た
の
も
そ
う
で
す
。
一
方
、
志
を
得

な
い
時
に
は
足
る
を
知
っ
て
日
々
を
楽
し
む
こ
と
も
「
独
善
」
と
し
、

そ
の
心
境
を
表
現
し
た
詩
に
は
閑か
ん
適て
き
詩
と
名
付
け
ま
し
た
。

言
う
者
に
罪
な
し

Ｑ
８
　
諷
諭
・
諷
刺
の
詩
が
な
ぜ
「
兼
済
」
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ　

古
代
の
文
学
観
で
は
、
詩
歌
は
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
感
情

が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
為
政
者
は
そ
う
し
た
詩
歌
を
自
ら
の
戒

め
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
詩
人
は
人
々
の
心
を
自
ら
の
も
の

と
し
て
諷
刺
、
諷
諭
（
遠
回
し
に
諭
す
）
す
る
者
で
し
た
。
白
居
易
は
こ

の
文
学
観
に
基
づ
き
、「
詩
人
」
と
し
て
民
間
の
実
情
や
政
ま
つ
り
ご
との
問
題
を

詠
じ
た
「
新
楽
府
五
十
首
」
他
の
風
諭
の
詩
を
制
作
し
、
世
の
救
済
を

願
っ
た
の
で
す
。
こ
の
諷
諭
詩
は
『
白
氏
文
集
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
ま

し
た
。
わ
が
国
で
は
、
紫
式
部
が
一
条
天
皇
の
皇
后
彰
子
に
「
新
楽

府
」
を
進
講
し
て
い
ま
す
（
→
Ｑ
10
）。

ト
ピ
ッ
ク

Ｑ
９
　
生
徒
に
紹
介
で
き
る
白
居
易
の
話
題
、
言
葉
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〔
話
題
〕
天
才
児　

白
居
易
が
生
ま
れ
て
七
、八
か
月
の
頃
、
乳
母
が
後

ろ
の
衝つ
い

立た
て

の
「
無
」
と
「
之
」
の
字
を
指
し
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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彼
は
口
に
は
出
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
二
字
を
覚
え
て
し
ま
い
、
後
に

二
字
に
つ
い
て
何
度
試
さ
れ
て
も
誤
る
こ
と
な
く
指
さ
し
た
。

〔
言
葉
〕
中ち
ゅ
う

隠い
ん　
「
中
隠
」
と
題
す
る
詩
に
言
う
。
大
隠
は
町ま
ち

中な
か

に
、
小

隠
は
山
林
に
隠
遁
す
る
が
、
中
隠
は
、
閑
職
の
官
に
隠
遁
す
る
。
閑
職

だ
か
ら
仕
事
は
な
く
給
料
は
入
る
。
行
楽
も
で
き
る
し
、
宴
席
で
酒
も

飲
め
る
。
門
を
閉
ざ
せ
ば
一
人
の
ん
び
り
。
貧
し
い
と
飢
寒
に
苦
し
み
、

出
世
す
れ
ば
心
労
ば
か
り
。
中
隠
な
ら
安
泰
だ
。

〔
言
葉
〕
詩し

魔ま　

白
居
易
は
多
作
の
詩
人
で
、
三
〇
〇
〇
首
に
近
い
詩

が
現
存
す
る
。
彼
は
抑
え
き
れ
な
い
詩
作
へ
の
衝
動
を
「
詩
魔
」
と
呼

ん
だ
。「
唯た

だ
詩し

魔ま

有あ

り
降く
だ

す
こ
と
未い
ま

だ
得え

ず
、
風ふ
う

月げ
つ

に
逢あ

ふ
毎ご
と

に
一ひ
と

た
び
閑か
ん

吟ぎ
ん

す
〈
唯
有
詩
魔
降
未
得
、
毎
逢
風
月
一
閑
吟
〉」。
仏
教
に
傾
倒
し

た
晩
年
、
雑
念
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
が
、
詩
作
へ
の
衝
動
だ
け
は

消
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
詠
じ
た
句
で
あ
る
。

日
本
で
の
受
容

Ｑ
10
　
白
楽
天
の
作
品
は
、
日
本
で
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
愛
さ

れ
て
い
た
の
で
す
か
。

Ａ　
「
文
は
、
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
…
」（『
徒
然
草
』

一
三
段
）。『
徒
然
草
』
の
兼
好
法
師
は
、「
ひ
と
り
、
灯
と
も
し
びの

下も
と

に
文ふ
み

を
広

げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
慰
む
わ
ざ
な
る
」
と

し
て
、
白
楽
天
の
『
白
氏
文
集
』
を
挙
げ
ま
し
た
。
彼
は
『
白
氏
文

集
』
を
「
見
ぬ
世
の
友
」
と
し
て
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。
同
様
の
記
事

は
『
枕
草
子
』
に
も
見
ら
れ
ま
す
。「
文
は
文
集
、
文
選
…
」（
一
九
八

段
）。『
白
氏
文
集
』
は
、
清
少
納
言
の
愛
読
書
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

古
来
日
本
で
は
、
四
書
五
経
を
始
め
、
中
国
の
古
典
は
熱
心
に
読
ま

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
政
治
や
道
徳
の
教
科
書
と
し
て
学
ば
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、『
白
氏
文
集
』
は
、
自
然
な
好

尚
に
よ
っ
て
愛
読
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
『
枕
草
子
』
に
は
、
雪
の
降
り
積
も
っ
た
日
、
一
条
天
皇
の
中
宮
定

子
が
、「
清
少
納
言
よ
、
香
炉
峰
の
雪
い
か
な
ら
む
」
と
謎
を
か
け
た

の
に
応
え
、
御
簾
を
高
く
上
げ
て
庭
の
雪
を
お
見
せ
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
が
（
二
八
〇
段
）、
こ
れ
は
『
白
氏
文
集
』

巻
三
「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹そ
ば
たて
て
聴
き
、
香
炉
峰
の
雪
は
簾す
だ
れを
撥か
か

げ

て
看み

る
」（「
香
炉
峰
下
、
…
」
→
Ｑ
2
）
に
拠
っ
た
も
の
で
し
た
。
紫
式

部
も
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
で
、「
枕ま
く
らを
そ
ば
だ
て
て
四よ

方も

の
嵐
を
聞

き
た
ま
ふ
に
」
と
こ
の
句
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
白
楽
天
が
平

安
朝
の
貴
族
達
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
窺
え
ま
す
。

　

紫
式
部
は
、
同
じ
一
条
天
皇
の
皇
后
彰
子
に
白
楽
天
の
「
新
楽
府
」

（
→
Ｑ
8
）
を
お
教
え
し
た
こ
と
を
そ
の
日
記
に
記
し
て
い
ま
す
が
、

『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
で
は
光
源
氏
に
『
白
氏
文
集
』
の
「
二
千
里
の

外
故
人
の
心
」（「
八
月
十
五
日
夜
、
…
」
→
Ｑ
4
）
と
い
う
詩
句
を
口
ず
さ

ま
せ
て
も
い
ま
す
。
実
際
、
白
楽
天
の
詩
句
は
当
時
好
ん
で
歌
わ
れ
て

も
い
ま
し
た
。
言
わ
ば
平
安
朝
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
。
そ
れ
ら
を
集

め
た
ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
大
半
は
、
白
楽
天
の
詩
句
で
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占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
楽
天
の
詩
文
は
、
圧
倒
的
な
人
気
を
得
て
い

た
の
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識

Ｑ
11
　
白
楽
天
の
詩
文
は
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
の
愛
好
を
呼
ん
だ
の

で
す
か
。

Ａ　

白
楽
天
の
詩
文
の
愛
好
は
、
日
本
の
平
安
朝
の
宮
廷
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
楽
天
の
作
品
は
、
す
で
に
本
国
中
国
に
お

い
て
、
知
識
層
の
み
な
ら
ず
民
衆
に
至
る
ま
で
の
、
幅
広
い
人
気
を
博

し
て
い
ま
し
た
（
→
Ｑ
3
）。
ま
ず
、
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
。
白
楽
天
の

作
品
は
、
身
近
な
事
柄
を
民
衆
に
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
情
趣
豊

か
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
繊
細
さ
は
、

日
本
人
の
好
み
に
も
合
っ
た
よ
う
で
す
。
川
端
康
成
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
記
念
の
講
演
「
美
し
い
日
本
の
私
」
に
お
い
て
、「
雪
月
花
の

時
最
も
君
を
憶
ふ
」
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
人
の
美
意
識
の
特
徴
と
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
実
は
『
白
氏
文
集
』
の
一
句
（「
殷い

ん

協
き
よ
う

律り
つ

に
寄
す
」）
で
し
た
。
白
楽
天
の
作
品
が
日
本
人
の
美
意
識
の
形
成
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
無
論
で
す
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
白
楽
天
と
日
本

人
の
美
意
識
に
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
が
響
き
合
っ
て
よ
り

豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
白
楽
天
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
中
国
江
南
の
地
の
温
暖
な
風
土
が
、

日
本
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
文
学
へ
の
影
響

Ｑ
12
　
日
本
の
創
作
へ
の
影
響
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

白
楽
天
の
作
品
へ
の
愛
好
は
、
日
本
人
の
文
芸
の
創
作
を
も
大
い

に
刺
激
し
ま
し
た
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
人
藤
原
定
家
も
歌
詠
み

の
心
得
と
し
て
、「
白
氏
文
集
第
一
第
二
帙
を
常
に
握あ
く

翫が
ん

す
べ
し
。
深

く
和
歌
の
心
に
通
ず
（『
詠え

い

歌か

大た
い

概が
い

』）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
白

楽
天
の
詩
文
は
和
歌
の
詠
作
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
学
の
創
作
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
白
楽
天
は
、
日
本
の
漢
詩
文
の
製
作
に
も
多
大
な
影
響

を
残
し
ま
し
た
。
菅
原
道
真
の
作
品
は
、
そ
の
代
表
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
道
真
は
、
九
州
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
辛
い
身
の
上
を

詠
ん
だ
詩
の
「
都
府
楼
は
纔わ
づ

か
に
瓦
の
色
を
看み

る
、
観
音
寺
は
只た

だ
鐘

声
を
聴
く
」（「
門
を
出
づ
」）
は
先
に
引
用
し
た
白
楽
天
の
対
句
（
→
Ｑ

10
）
に
倣
っ
た
も
の
で
し
た
（『
大
鏡
』）。
こ
れ
は
単
に
参
考
に
し
た
と

い
う
こ
と
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
楽
天
の
こ
の
詩
は
、

や
は
り
彼
が
左
遷
さ
れ
た
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
道
真
は
自
身

の
境
遇
を
白
楽
天
の
人
生
に
重
ね
て
い
た
の
で
す
。

　
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
光
源
氏
も
同
様
で
し
た
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

の
た
め
に
京
都
を
去
っ
た
光
源
氏
は
、
須
磨
に
粗
末
な
住
ま
い
を
建
て

て
住
み
ま
す
が
、
こ
れ
は
左
遷
さ
れ
た
白
楽
天
の
侘
び
住
ま
い
、
草
堂

を
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
白
楽
天
は
そ
こ
で
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
俗
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事
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い
閑
雅
な
生
活
を
た
の
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
文
章
に
綴
り
ま
し
た
（「
草
堂
記
」
等
）。
こ
れ
は
、
風
雅
な
生
活

に
あ
こ
が
れ
る
文
人
や
隠
者
、
風
流
人
の
理
想
と
も
な
り
ま
し
た
。

「
池
亭
」
で
の
生
活
を
た
の
し
ん
だ
『
池
亭
記
』
の
慶よ
し

滋し
げ
の

保や
す

胤た
ね

、「
方

丈
」
の
庵
を
営
ん
だ
『
方
丈
記
』
の
鴨
長
明
、「
幻
住
庵
」
に
遊
ん
だ

『
幻
住
庵
記
』
の
松
尾
芭
蕉
…
。
そ
し
て
須
磨
の
侘
び
住
ま
い
の
光
源

氏
も
、
そ
の
生
活
を
日
記
に
綴
っ
た
こ
と
が
『
源
氏
物
語
』
に
は
記
さ

れ
て
い
ま
す
。『
徒
然
草
』
の
生
ま
れ
た
場
所
も
、
そ
う
い
う
所
で

あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
平
安
中
期
の
貴
族
、
源
み
な
も
と
の

顕あ
き

基も
と

は
、
そ

う
し
た
生
活
を
「
罪
な
く
て
配
所
の
月
を
見
ば
や
」
と
願
い
ま
し
た

（『
発ほ

つ

心し
ん

集し
ゆ
う』『
撰せ

ん

集じ
ゆ
う

抄し
よ
う』『
徒
然
草
』
等
）。
犯
罪
に
よ
る
明
確
な
処
罰
と
い

う
の
で
は
な
く
て
、
自
ら
信
じ
る
道
を
求
め
て
侘
し
い
境
遇
に
身
を
置

い
て
、
か
え
っ
て
そ
の
風
流
を
た
の
し
む
。
白
楽
天
は
、
そ
う
い
う
閑

居
で
の
風
雅
な
生
活
を
実
現
し
た
理
想
の
人
と
し
て
も
、
あ
こ
が
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

源
氏
物
語
と
長
恨
歌

Ｑ
13
　「
長
恨
歌
」
の
影
響
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

白
楽
天
の
代
表
作
と
言
え
ば
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
悲
恋

を
歌
い
上
げ
た
一
大
叙
事
詩
「
長
恨
歌
」
で
し
ょ
う
。「
長
恨
歌
」
も
、

そ
の
製
作
の
当
時
か
ら
中
国
で
大
流
行
し
、
そ
れ
は
日
本
の
平
安
朝
に

も
及
び
ま
し
た
。
た
だ
愛
読
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
絵
に
描
か
れ
、

漢
詩
や
和
歌
に
詠
ま
れ
、
物
語
に
も
仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
（『
俊と

し

頼よ
り

髄ず
い

脳の
う

』『
唐
物
語
』
等
）。『
源
氏
物
語
』
の
首
巻
桐
壺
巻
が
「
長
恨
歌
」
に

基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
玄
宗
は
光

源
氏
の
父
桐
壺
帝
に
、
楊
貴
妃
は
母
桐
壺
更
衣
に
移
し
換
え
ら
れ
、
や

は
り
二
人
の
悲
恋
が
描
か
れ
ま
す
。
以
下
、『
源
氏
物
語
』
は
、
夕
顔

（
光
源
氏
・
夕
顔
）、
葵
（
光
源
氏
・
葵
上
）、
賢
木
（
光
源
氏
・
藤
壺
）、
幻

（
光
源
氏
・
紫
上
）、
宿
木
（
薫
・
大
君
）、
夢
浮
橋
（
薫
・
浮
舟
）
等
々
、

「
長
恨
歌
」
の
変
奏
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
独
自
性
を
発
揮
し
、

一
大
傑
作
と
な
る
の
で
す
。

　

な
ぜ
、「
長
恨
歌
」
は
そ
れ
ほ
ど
の
愛
好
を
呼
ん
だ
か
。
そ
れ
は
、

そ
の
内
容
や
表
現
の
魅
力
に
よ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
一
つ
の

鍵
と
し
て
「
長
恨
歌
」
に
、
古
く
か
ら
日
中
に
分
布
す
る
民
話
の
原
型

が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
楊
貴
妃
が
温
泉
浴
の
後
、
玄
宗
の
妻

と
な
り
、
霓げ
い

裳し
よ
う

羽う

衣い

に
彩
ら
れ
つ
つ
、
や
が
て
こ
の
世
か
ら
去
っ
て

行
く
そ
の
前
半
は
羽
衣
の
話
に
、
海
の
彼
方
の
世
界
の
楊
貴
妃
を
玄
宗

の
使
い
の
男
が
尋
ね
、
み
や
げ
の
品
（
鈿で

ん

合ご
う

金き
ん

釵さ
い

）
と
約
束
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
比ひ

翼よ
く

連れ
ん

理り

）
を
も
ら
っ
て
く
る
後
半
は
浦
島
の
話
に
、
そ
し

て
そ
の
全
体
は
、
七
夕
の
起
源
を
語
る
民
話
に
重
な
る
の
で
す
。
こ
れ

が
、「
長
恨
歌
」
の
人
気
の
秘
密
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
（
上
野
英
二
『
源
氏
物
語
と
長
恨
歌　

世
界
文
学
の
生

成
』
岩
波
書
店
）
に
詳
述
し
ま
し
た
。
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一
　
は
じ
め
に

　
新
課
程
の
共
通
必
履
修
科
目
「
言
語
文
化
」、
選
択
科
目
の
「
古
典

探
究
」
と
も
に
、
学
習
指
導
要
領
で
「
我
が
国
は
中
国
の
文
化
の
受
容

を
繰
り
返
し
つ
つ
独
自
の
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
そ
の
経
緯
を
踏

ま
え
、
古
文
と
漢
文
の
両
方
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
両
文
化
の
関
係

に
気
付
く
こ
と
」
が
指
導
内
容
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
両
科
目
と
も
に
、
授
業
は
「
古
文
」「
漢
文
」
を
別
々

に
学
習
す
る
機
会
が
多
く
、「
古
文
」
と
「
漢
文
」
の
関
係
性
や
「
つ

な
が
り
」
を
実
感
で
き
ず
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
漢
文
」
を
学
ぶ
の
か
、

気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
一
年
次
「
言
語
文
化
」、
二
年
次
の
「
古
典
探
究
」
の
授

業
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
「
古
文
」
の
な
か
に
「
漢
文
」
が
息
づ
い

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
、
古
漢
融
合
授
業
の
「
一
つ
の
試
み
」
を

構
想
し
、
二
年
次
の
最
後
に
『
大
鏡
』「
道
真
左
遷
」
と
白
居
易
の
漢

詩
「
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
」
を
と
も
に
学

ぶ
単
元
を
考
え
て
み
た
い
。

　
二
　
授
業
の
構
想

（
一
）
一
年
次
　「
言
語
文
化
」

①�

「
漢
文
」
学
習
の
導
入
単
元

「
推
敲
」
や
「
完
璧
」
な
ど
、
普
段
使
用
し
て
い
る
言
葉
（
故
事
成

語
）
の
由
来
と
な
っ
た
漢
文
を
読
む
こ
と
で
、
漢
文
が
日
本
語
に
影

響
を
与
え
て
き
た
こ
と
を
学
び
、
漢
文
を
学
習
す
る
動
機
づ
け
を
明

確
に
す
る
。

②�

古
文
と
漢
詩
を
と
も
に
学
ぶ
単
元

古
来
、
漢
文
（
漢
詩
）
が
日
本
文
学
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と

を
学
ぶ
。

（
Ⅰ
）『
お
く
の
ほ
そ
道
』「
平
泉
」
と
杜
甫
の
「
春
望
」
を
読
む
。

「
春
望
」
で
は
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
話
（
安
史
の
乱
）
を
押
さ

え
て
、
次
年
度
に
学
ぶ
白
居
易
「
長
恨
歌
」
と
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』

の
学
習
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
。

（
Ⅱ
）『
枕
草
子
』「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
」
と
白
居
易
「
香
炉

峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
」
を
読
む
。

●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

【
授
業
実
践
】�『
大
鏡
』
道
真
左
遷
と
白
居
易�

佐さ

藤と
う

理り

保ほ

子こ�

─
─
古
文
・
漢
文
融
合
授
業
　
一
つ
の
試
み�

（
長
野
県
長
野
高
等
学
校
）
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『
枕
草
子
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
白
居
易
の
漢
詩
が
当
時
広
く
読
ま

れ
、
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
白
居
易
の
漢
詩
を
読
む
際
に
、

そ
の
生
涯
を
便
覧
等
で
調
べ
、
彼
の
作
品
が
平
安
初
期
か
ら
伝
来
し
、

菅
原
道
真
の
漢
詩
文
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
文
学
作
品
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
押
さ
え
る
。
漢
詩
の
鑑
賞
は
、
次
年
度

『
大
鏡
』
の
学
習
で
詳
し
く
行
い
た
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
プ
リ
ン

ト
等
で
現
代
語
訳
を
紹
介
し
、
共
有
す
る
。

（
二
）
二
年
次
　「
古
典
探
究
」

①
古
文
『
源
氏
物
語
』「
光
源
氏
の
誕
生
」
と
漢
詩
「
長
恨
歌
」
を
読

む
。

　
読
み
比
べ
を
通
し
て
、「
長
恨
歌
」
が
『
源
氏
物
語
』
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
学
ぶ
。

②
漢
文
『
史
記
』「
項
王
の
最
期
」
と
古
文
『
平
家
物
語
』「
木
曽
の
最

期
」
の
比
べ
読
み

　
司
馬
遷
が
生
み
出
し
た
個
人
に
焦
点
を
当
て
る
「
紀
伝
体
」
の
特

色
を
学
び
、『
平
家
物
語
』「
木
曽
の
最
期
」
と
「
項
王
の
最
期
」
を

読
み
比
べ
、『
史
記
』
か
ら
受
け
た
影
響
を
考
え
る
。

③
古
文
『
大
鏡
』「
道
真
左
遷
」
と
白
居
易
の
漢
詩
を
読
む
。

　『
史
記
』
で
学
ん
だ
「
紀
伝
体
」
が
『
大
鏡
』
で
も
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
道
真
左
遷
」
を
読
む
。
次
項
で
詳
述
す
る
。

　
三
　『
大
鏡
』「
道
真
左
遷
」
の
学
習

第
一
時
　
菅
原
道
真
に
つ
い
て
知
る

菅
原
道
真
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
発
言
し
合
い
、

さ
ら
に
便
覧
等
で
調
べ
て
、
発
表
し
合
い
、
ク
ラ
ス
で
共
有
す
る
。

「
学
問
の
神
様
」
と
い
う
言
葉
や
、
修
学
旅
行
な
ど
で
太
宰
府
天
満

宮
や
北
野
天
満
宮
、
湯
島
天
神
を
参
拝
し
た
経
験
な
ど
も
引
き
出
せ

た
ら
よ
い
。

第
二
時
～
第
三
時
　「
道
真
左
遷
」
の
読
解

　
次
の
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
読
む

　
第
一
段
落

　
・
道
真
の
左
遷
の
経
緯
と
そ
の
子
女
の
配
流

　
・
和
歌
と
漢
詩
か
ら
道
真
の
心
情
を
読
み
取
る

　
第
二
段
落

　
・
筑
紫
で
の
謹
慎
生
活

　
・
大
宰
府
で
の
道
真
の
心
情
が
わ
か
る
漢
詩
を
読
む

第
四
時
～
五
時
　
大
宰
府
に
お
け
る
道
真
の
心
情
理
解
を
深
め
る
学
習

活
動

①
菅
原
道
真
の
漢
詩
「
不
出
門
」
を
読
む
。

『
大
鏡
』
に
第
三
句
・
四
句
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
「
不
出
門
」
の

全
文
を
読
む
活
動
を
行
い
、
道
真
の
心
情
を
よ
り
深
く
理
解
さ
せ
た

い
。
学
習
活
動
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
調
べ
学
習
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
漢
詩
の
第
五
・
六
句
は
、

柳
澤
良
一
が
『
菅
家
後
集
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）
で
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
解
釈
が
多
様
で
、
生
徒
た
ち
自
身
で
の
読
解
が
困
難
で
あ
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る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
現
代
語
訳
を
示
し
て
お
い
た

方
が
よ
い
と
判
断
し
た
。
現
代
語
訳
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
菅

家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
り
、
一
部
改
め
た
。

②
道
真
が
「
不
出
門
」
を
詠
む
際
に
踏
ま
え
た
白
居
易
「
香
炉
峰
下
、

新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
」
を
読
む
。

一
年
次
の
『
枕
草
子
』
の
学
習
を
振
り
返
り
、
現
代
語
訳
に
取
り
組

む
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
下
段
）

③�

①
②
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
話
し
合
い
活
動
で
、
道
真
と
白
居
易
の
漢
詩
か
ら
二
人

の
境
遇
と
心
情
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、「
道
真
左
遷
」
で
「
昔
の

博
士
ど
も
」
が
、
道
真
が
白
居
易
よ
り
も
漢
詩
を
「
ま
さ
ざ
ま
に
作

ら
し
め
た
ま
へ
り
」（
さ
ら
に
ま
さ
っ
て
作
り
な
さ
っ
た
）
と
評
価

し
た
理
由
を
考
え
さ
せ
る
。

［
指
導
上
の
留
意
点
］

　
道
真
は
大
宰
府
左
遷
と
な
る
前
年
、
自
身
の
漢
詩
集
『
菅
家
文
草
』

を
醍
醐
天
皇
に
献
上
し
、
天
皇
か
ら
白
居
易
よ
り
も
道
真
の
漢
詩
の
方

が
優
れ
て
い
る
か
ら
今
後
は
『
白
氏
文
集
』
を
開
く
こ
と
は
な
い
と
い

う
内
容
の
漢
詩
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
誇
り
で
あ
っ
た
。
大
宰
府
に
も

『
白
氏
文
集
』
を
持
参
す
る
ほ
ど
（『
菅
家
後
集
』）、
白
居
易
に
な
れ
親

し
み
、
そ
の
漢
詩
に
精
通
し
て
い
た
道
真
は
、
同
じ
左
遷
の
経
験
を
し

た
白
居
易
に
自
分
自
身
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
「
司
馬
」、

道
真
は
「
大だ

宰ざ
い
の

権ご
ん
の

帥そ
ち

」、
ど
ち
ら
も
政
務
に
関
与
し
な
い
左
遷
の
た

ワークシート「大宰府における道真」
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め
の
閑
職
で
あ
っ
た
。
道
真
は
、
断
ち
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
都
へ
の

思
い
を
抱
え
た
自
分
と
、
左
遷
の
身
に
あ
り
な
が
ら
も
悠
々
自
適
な
心

境
で
「
長
安
だ
け
が
帰
る
故
郷
で
は
な
い
」
と
詠
ん
だ
白
居
易
と
の
大

き
な
違
い
に
思
い
至
っ
た
時
愕
然
と
し
、
絶
望
的
な
気
持
ち
に
も
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
ま
い
に
引
き
こ
も
り
な
が
ら
も
美
し
い

香
炉
峰
を
眺
め
、
遺
愛
寺
の
鐘
の
音
も
の
ん
び
り
余
裕
を
持
っ
て
楽
し

ん
だ
白
居
易
に
対
し
て
、
自
分
は
住
ま
い
に
蟄
居
し
、
自
身
を
監
視
す

る
か
の
よ
う
な
都
府
楼
の
瓦
を
眺
め
る
だ
け
、
天
下
三
戒
壇
と
し
て
も

高
名
な
観
世
音
寺
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
も
で
き
ず
に
そ
の
鐘
の
音
を

聴
く
だ
け
で
あ
る
と
。

　
道
真
が
、
白
居
易
の
詩
を
踏
ま
え
、
自
身
と
の
対
比
を
鮮
や
か
に
詩

に
詠
ん
だ
点
が
博
士
た
ち
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
生
徒
た
ち
と
読

み
味
わ
い
た
い
。「
古
典
探
究
」
の
学
習
指
導
要
領
で
指
導
が
求
め
ら

れ
て
い
る
「
漢
詩
も
ま
た
我
が
国
で
愛
好
さ
れ
、
優
れ
た
漢
詩
が
数
多

く
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
」
も
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
道
真
が
「
不
出
門
」
を
詠
ん
で
約
百
年
後
、
正
暦
四
年
（
九
九
三

年
）
頃
に
『
枕
草
子
』「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
に
」
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
そ
の
二
年
後
、
長
徳
二
年
（
九
九
五
年
）
に
中
宮
定
子
の

兄
伊こ
れ

周ち
か

も
大
宰
権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
年
、
清
少

納
言
は
こ
の
雪
の
日
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
振
り
返
っ
た
の

か
、
想
像
し
て
み
る
の
も
興
味
深
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
四
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
古
文
と
漢
文
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
古
漢
融
合

授
業
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
古
文
に
も
漢
文
に
も
親
し
み
を
持
っ
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
古
典
を
学
ぶ
一
助
と
し
て
、
生
徒

に
親
し
み
や
す
い
題
材
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。「
道
真
左
遷
」
を
例

に
す
る
と
、
灰
原
薬
の
漫
画
『
応
天
の
門
』（
新
潮
社
）
に
は
若
き
日

の
道
真
の
姿
が
描
か
れ
、
白
梅
と
い
う
召
し
使
う
少
女
に
、『
白
氏
文

集
』
の
四
巻
を
探
し
て
来
る
よ
う
に
言
い
つ
け
る
場
面
も
あ
る
（
コ

ミ
ッ
ク
二
巻
）。
直
木
賞
作
家
澤
田
瞳
子
氏
の
小
説
『
泣
く
な
道
真
』

『
吼
え
ろ
道
真
』（
集
英
社
）
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
大
宰
府
で
の
道
真
の

生
活
が
痛
快
か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
観
世
音
寺
は
現
存
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
道
真
の
「
不
出

門
」
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
道
真
が
音
だ
け
を
聞
い
た
梵
鐘
は
、

日
本
最
古
の
も
の
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
九
州
国
立
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
漫
画
、
小
説
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
古
文
・
漢
文
の
世
界
が
よ

り
身
近
な
も
の
に
な
る
授
業
を
今
後
も
心
が
け
て
い
き
た
い
。
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『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
「
須
磨
に
は
、
い
と
ど
心
づ
く
し
の
秋
風
に
」

と
は
じ
ま
る
一
段
を
授
業
で
扱
う
時
、
ま
ず
目
を
引
か
れ
る
の
は
、
引

歌
や
引
詩
の
多
さ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
歌
や
漢
詩
の
一
節
を
織
り
こ

む
引
歌
や
引
詩
は
、
重
層
的
な
味
わ
い
や
余
情
を
生
む
が
、
生
徒
に

と
っ
て
は
「
た
だ
注
釈
が
多
い
ば
か
り
で
煩
わ
し
い
」
と
い
っ
た
印
象

で
終
わ
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
人
々
が
共
有
し
て

い
た
古
典
の
知
識
に
基
づ
く
連
想
を
誘
う
と
い
う
点
で
、
和
歌
に
お
け

る
本
歌
取
り
や
縁
語
な
ど
の
修
辞
と
も
通
ず
る
古
典
に
特
徴
的
な
表
現

で
あ
り
、
そ
れ
を
味
わ
う
こ
と
は
古
典
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
授
業
で
は
、
あ
え
て
卑
近
な
「
伏
線
回
収
」
に
も
な
ぞ
ら
え
て
、

生
徒
に
そ
の
連
想
を
体
験
さ
せ
た
い
。

　

な
お
白
居
易
と
『
源
氏
物
語
』
と
い
え
ば
、「
長
恨
歌
」
と
の
内
容

の
関
連
が
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
は
ま
ず
よ
り
具
体
的
な
白

居
易
の
詩
句
の
引
用
を
と
お
し
て
彼
の
日
本
文
学
へ
の
影
響
を
考
え
る
。

一
　
引
歌
、
引
詩
の
説
明
─
─
「
秋
雁
櫓
声
来
た
る
」

　

は
じ
め
に
、
授
業
で
は
本
文
の
現
代
語
訳
と
並
行
し
、
引
歌
や
引
詩

と
は
何
か
を
説
明
す
る
。
類
想
や
慣
用
表
現
と
の
厳
密
な
区
別
は
せ
ず
、

教
科
書
の
注
を
示
し
な
が
ら
、「
木
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
の
か
げ
見

れ
ば
心
づ
く
し
の
秋

0

0

0

0

0

0

は
来
に
け
り
」「
旅
人
は
た
も
と
涼
し
く
な
り
に

け
り
関
吹
き
越
ゆ
る

0

0

0

0

0

0

須
磨
の
浦
風
」「
ひ
と
り
寝
の
床
に
た
ま
れ
る
涙

に
は
石
の
枕
も
浮
き

0

0

0

0

ぬ
べ
ら
な
り
」
と
い
っ
た
和
歌
の
言
葉
が
本
文
に

用
い
ら
れ
、
場
面
の
印
象
を
作
っ
て
い
る
と
伝
え
る
。「
枕
を
そ
ば
た

て
て
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
も
、「
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て

0

0

0

0

0

聴

き
」
と
い
う
詩
句
を
含
む
白
氏
文
集
巻
一
六
「
香
炉
峰
下
、
新
た
に
山

居
を
卜
し
、
草
堂
初
め
て
成
り
、
偶
東
壁
に
題
す
」
第
四
首
を
掲
げ
、

都
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
を
生
徒
に
探
さ
せ
た
い
。

　

さ
て
本
文
を
読
み
進
め
る
と
、

沖
よ
り
舟
ど
も
の
歌
ひ
の
の
し
り
て
こ
ぎ
行
く
な
ど
も
聞
こ
ゆ
。

ほ
の
か
に
、
た
だ
小
さ
き
鳥
の
浮
か
べ
る
と
見
や
ら
る
る
も
、
心

細
げ
な
る
に
、
雁
の
連
ね
て
鳴
く
声
、
楫
の
音
に
ま
が
へ
る
を
、

●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

【
授
業
実
践
】�「
引
詩
」
の
効
果
を
実
感
す
る�

福ふ
く

田だ

健け
ん

太た�

─
─
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
授
業�

（
啓
明
学
園
中
学
校
高
等
学
校
）
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て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
ゆ
く
と
お
そ
ら
く

「
源
氏
が
雁
の
声
を
聞
い
て
こ
の
詩
を
思
い
出
し
、
詩
が
自
身
の
孤
独

に
重
な
っ
て
嘆
い
た
」
と
理
解
す
る
生
徒
が
現
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
源
氏
が
詩
を
思
い
出
し

た
か
ど
う
か
と
い
う
よ
り
も
、
書
き
手
が
「
雁
の
連
ね
て
鳴
く
声
、
楫

の
音
に
ま
が
へ
る
」
と
い
う
表
現
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
河
亭
晴
望
」

を
介
し
て
、
読
み
手
の
胸
裏
に
離
郷
の
孤
独
が
浮
か
ぶ
と
い
う
こ
と
を

引
詩
の
効
果
と
し
て
生
徒
に
理
解
し
て
ほ
し
い
。

二
　
引
詩
の
体
験
─
─
「
二
千
里
の
外
故
人
の
心
」

　

雁
の
歌
の
唱
和
を
経
て
、「
月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る

に
」
と
語
り
出
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
が
今
回
の
肝
で
あ
る
。「『
今
宵
は

十
五
夜
な
り
け
り
。』
と
お
ぼ
し
出
で
て
」
と
ま
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
で

本
文
を
隠
し
、「
源
氏
は
こ
こ
で
ど
の
よ
う
な
心
情
に
な
っ
た
ろ
う
か
」

と
聞
い
て
み
る
。
生
徒
は
「
月
の
美
し
さ
に
少
し
心
が
慰
ん
だ
」「
か

ぐ
や
姫
の
よ
う
に
都
へ
帰
り
た
く
な
っ
た
」「
紫
の
上
も
同
じ
月
を
見

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
色
々
な
答
え
を
考
え
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
上
で
「
源
氏
は
こ
こ
で
漢
詩
の
一
節
を
唱
え
た
。
ど
の

詩
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
な
が
ら
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
月
の
詠
み

こ
ま
れ
た
漢
詩
と
そ
の
訳
を
載
せ
た
プ
リ
ン
ト
を
配
る
。

Ａ　

独
り
座
す
幽
篁
の
裏　

琴
を
弾
じ
復
た
長
嘯
す

　
　

深
林
人
知
ら
ず　

明
月
来
た
り
て
相
照
ら
す
（
王
維
「
竹
里
館
」）

う
ち
な
が
め
た
ま
ひ
て
、
涙
の
こ
ぼ
る
る
を
…
…

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
な
ぜ
雁
が
舟
の
楫
の
音
の
よ
う
に
鳴
き
な
が
ら

飛
ん
で
い
る
の
を
見
て
泣
く
の
か
」
と
問
い
か
け
る
。
こ
こ
が
一
つ
め

の
勘
所
で
あ
る
。
生
徒
達
は
「
雁
の
声
が
さ
び
し
げ
で
切
な
く
な
る
」

「
遠
く
に
小
さ
く
見
え
る
舟
や
雁
の
姿
が
自
分
の
人
生
の
は
か
な
さ
に

重
な
る
」
な
ど
と
答
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
き
っ
と
誤
っ
て

お
ら
ず
、
前
者
の
よ
う
な
答
え
に
は
例
え
ば

う
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
か
り
が
ね
の
な
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の

夜
な
夜
な�

（
古
今
和
歌
集　

秋
上　

凡
河
内
躬
恒
）

を
、
ま
た
後
者
に
は

世
の
中
を
何
に
喩
へ
む
朝
開
き
漕
ぎ
去
に
し
舟
の
跡
な
き
ご
と
し

�

（
万
葉
集　

巻
三　

沙
弥
満
誓
）

な
ど
の
詩
歌
を
示
し
て
、
そ
の
答
え
が
伝
統
的
発
想
で
あ
る
と
褒
め
る

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
上
で
、
あ
く
ま
で
「
雁
が
舟
の
楫
の
音

の
よ
う
に
鳴
く
」
の
を
見
て
涙
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
せ
て
み
た
い
。

生
徒
は
な
お
色
々
な
発
想
を
し
て
く
れ
よ
う
が
、
そ
れ
も
尽
き
た
と
い

う
頃
あ
い
に
、
白
氏
文
集
巻
五
四
「
河
亭
晴
望
」

　
　

風
転
じ
雲
頭
斂お
さ

ま
り　

烟
銷き

え
て
水
面
開
く

　
　

晴
虹
橋
影
出
で　

秋
雁
櫓
声
来
た
る

　
　

郡
静
ま
り
て
官
初
め
て
罷
む　

郷
遥
か
に
信
未
だ
廻
ら
ず

　
　

明
朝
は
是
れ
重
九　

誰
か
菊
花
の
盃
を
勧
め
ん

を
現
代
語
訳
と
と
も
に
示
す
。
す
る
と
、
故
郷
を
離
れ
た
孤
独
に
泣
い
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Ｂ　

牀
前
月
光
を
看
る　

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と

　
　

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み　

頭
を
低た

れ
て
故
郷
を
思
ふ

�

（
李
白
「
静
夜
思
」）

Ｃ　

今
夜
鄜ふ

州し
う

の
月　

閨
中
只
だ
独
り
看
る
ら
ん

　
　

遥
か
に
憐
れ
む
小
児
女
の　

未
だ
長
安
を
憶
ふ
を
解
せ
ざ
る
を

　
　

香
霧
雲う
ん

鬟く
わ
ん

湿
ひ　

清
輝
玉ぎ
よ
く

臂ひ

寒
か
ら
ん

　
　

何
れ
の
時
か
虚き
よ

幌く
わ
うに

倚
り　

双
び
照
ら
さ
れ
て
涙
痕
乾
か
ん

�

（
杜
甫
「
月
夜
」）

Ｄ　

銀
台
金き
ん

闕け
つ

夕
べ
沈
沈　

独
宿
相
思
翰く
わ
ん

林り
ん

に
在
り

　
　

三
五
夜
中
新
月
の
色　

二
千
里
外
故
人
の
心

　
　

渚し
よ

宮き
う

の
東
面
煙
波
冷
や
や
か
に　

浴よ
く

殿で
ん

の
西
頭
鐘
漏
深
し

　
　

猶
ほ
恐
る
清
光
同
じ
く
は
見
ざ
ら
ん
こ
と
を

　
　
　

江か
う

陵り
や
うは
卑
湿
に
し
て
秋
陰
足
る

�

（
白
氏
文
集
巻
一
四
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
独
直
対
月
憶
元
九
」）

Ｅ　

昔
年
八
月
十
五
夜　

曲き
よ
つ

江か
う

の
池
畔
杏
園
の
辺

　
　

今
年
八
月
十
五
夜　

湓ぼ
ん

浦ほ

の
沙
頭
水
館
の
前

　
　

西
北
郷
を
望
む
も
何
れ
の
処
か
是
な
る

　
　
　

東
南
月
を
見
て
幾
迴
か
円
か
な
る

　
　

風
に
臨
ん
で
一
た
び
嘆
ず
る
も
人
の
会
す
る
無
し

　
　
　

今
夜
の
清
光
往
年
に
似
た
り

�

（
白
氏
文
集
巻
一
七
「
八
月
十
五
日
夜
湓
亭
望
月
」）

さ
き
ほ
ど
「
月
の
美
し
さ
に
心
が
慰
ん
だ
」
と
考
え
た
生
徒
は
、
Ａ
を

選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
の
「
琴
を
少
し
か
き
鳴
ら
し
た
ま
へ
る
が

…
…
と
う
た
ひ
た
ま
へ
る
に
」
も
Ａ
の
「
琴
を
弾
じ
復
た
長
嘯
す
」
に

重
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
源
氏
は
こ
こ
ま
で
度
々
、
都
に
い
る
愛
し
い
人
々

を
恋
し
が
っ
て
泣
い
て
お
り
、
い
く
ら
月
が
美
し
い
と
い
っ
て
も
Ａ
の

詩
の
よ
う
に
清
々
し
い
心
情
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
」
と
い
う
反
論
も

出
よ
う
。
遠
く
に
い
る
大
切
な
人
を
思
う
詩
は
Ｃ
と
正
解
の
Ｄ
だ
が
、

友
人
を
思
う
Ｄ
を
選
ぶ
よ
り
も
む
し
ろ
「
源
氏
が
恋
し
く
思
っ
て
い
る

の
は
紫
の
上
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
達
だ
か
ら
、
妻
を
思
う
Ｃ
が
ふ
さ

わ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
、
お
そ
ら
く
賛
同
を
集
め
る
。

　

こ
れ
ら
Ｃ
や
Ｄ
を
推
す
意
見
に
対
し
て
も
「
こ
の
両
首
は
い
ず
れ
も

自
分
が
都
に
い
て
相
手
が
遠
く
に
い
る
が
、
源
氏
は
鄙
に
い
て
都
を
恋

し
が
っ
て
お
り
、『
故
郷
を
思
ふ
』
と
い
う
Ｂ
や
『
曲
江
の
池
畔
杏
園

の
辺
』
と
都
の
景
色
を
懐
か
し
む
Ｅ
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
い
う
反
論
が

あ
り
う
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
源
氏
が
恋
う
て
い
る

の
は
愛
し
い
女
性
達
か
華
や
か
な
都
か
」
と
い
う
議
論
を
と
お
し
て
、

本
文
の
主
題
を
探
り
な
が
ら
読
解
が
深
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
漢
詩
の
言
葉
を
借
り
て
感
情
を
表
現
す

る
こ
と
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
こ
こ
が
ほ
か
の
句
で
も
よ
か
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
続
け
て
考
え
た
い
。
本
文
を
読
ん
で
ゆ
く
と
「
霧
や
隔

つ
る
」
と
い
う
賢
木
巻
の
藤
壺
の
歌
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
Ｄ
の
「
江
陵
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は
曇
り
が
ち
で
月
が
見
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、「
月
が
霧
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
藤
壺
の
歌
を
連
想
し

た
と
考
え
ら
れ
る（
注
）。「

二
千
里
の
外
故
人
の
心
」
の
句
が
伏
線
と
な
り

藤
壺
へ
の
思
慕
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
こ
の
段
に
は
、「
心
づ
く
し
の
秋
」
→
月
／
十
五
夜
→
「
三

五
夜
中
の
新
月
の
色　

二
千
里
の
外
故
人
の
心
…
…
秋
陰
足
る
」
→

「
霧
や
隔
つ
る
」
と
い
う
連
想
が
、
和
歌
や
漢
詩
の
言
葉
に
よ
っ
て
は

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

三
　
古
典
の
伏
線
回
収
─
─
「
お
く
と
見
る
ほ
ど
ぞ
は
か
な
き
」

　

今
述
べ
た
連
想
に
は
、
強
引
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
説
明
を
し
よ
う
と
思
う
の
は
、
言
葉
を
と

お
し
た
古
歌
や
漢
籍
へ
の
連
想
、
ま
た
縁
語
の
技
法
に
見
ら
れ
る
ほ
か

の
言
葉
へ
の
つ
な
が
り
が
、
古
典
の
面
白
さ
の
一
つ
だ
か
ら
だ
。
そ
し

て
こ
れ
は
高
校
生
に
も
実
感
し
や
す
い
面
白
さ
だ
ろ
う
。
そ
の
感
覚
は

彼
ら
も
よ
く
言
う
映
画
や
ド
ラ
マ
の
伏
線
回
収
に
少
し
似
て
い
る
。

　

白
居
易
と
の
関
係
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
が
、
伏
線
回
収
に
な
ぞ
ら
え

た
読
解
の
授
業
に
も
ふ
れ
て
お
く
。『
源
氏
物
語
』
御
法
巻
「
風
す
ご

く
吹
き
出
で
た
る
夕
暮
れ
に
」
と
い
う
紫
の
上
の
臨
終
の
場
面
に
、
紫

の
上
、
明
石
の
中
宮
、
源
氏
の
唱
和
が
あ
り
、
そ
の
三
首
に
は
「
露
」

と
い
う
言
葉
が
共
通
す
る
。
そ
こ
で
例
え
ば
古
今
和
歌
集
に
お
さ
め
ら

れ
た
露
の
歌
を
並
べ
、
複
数
の
歌
に
共
通
す
る
言
葉
を
探
し
て
み
る
。

す
る
と
玉
、
涙
、
秋
、
お
く
、
消く

な
ど
が
見
つ
か
り
、
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
露
と
い
え
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
御
法
巻
の
本
文
に
戻
る
と
、
紫
の
上
の
歌
「
お
く
と
見
る
ほ

ど
ぞ
は
か
な
き
と
も
す
れ
ば
風
に
乱
る
る
萩
の
う
は
露
」
は
、「
今
日
は
、

い
と
よ
く
起
き
ゐ
た
ま
ふ
め
る
は
」
と
い
う
源
氏
の
言
葉
の
「
起
く
」

を
同
音
の
「
置
く
」
に
と
り
な
し
、「
置
く
」
と
い
え
ば
「
露
」、「
露
」

と
い
え
ば
は
か
な
く
「
消
え
る
」
と
い
う
連
想
に
よ
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
源
氏
が
嬉
し
そ
う
に
「
起
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
言
っ
た
こ
と

が
、
言
葉
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、「
明
け
果
つ
る
ほ
ど
に
消
え
果
て

た
ま
ひ
ぬ
」
と
い
う
紫
の
上
の
死
の
伏
線
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
古
典
の
作
者
が
現
代
の
映
画
の
よ
う
な
伏
線
回
収
を
意
図

し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
引
詩
や
引
歌
、
本
歌
取
り

の
味
わ
い
や
縁
語
の
面
白
さ
に
ふ
れ
る
第
一
歩
と
し
て
、
伏
線
を
探
す

よ
う
な
読
み
方
は
有
効
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
授
業
の
あ
と
に
生
徒
が
「
須
磨
巻
の
『
枕

を
そ
ば
た
て
て
』
と
い
う
引
詩
は
、
そ
の
白
居
易
の
詩
句
に
比
べ
ら
れ

た
『
都
府
楼
は
…
…
』
と
い
う
詩
句
を
作
っ
た
菅
原
道
真
を
連
想
さ
せ
、

彼
の
作
っ
た
『
恩
賜
の
御
衣
は
今
此
に
在
り
』
の
詩
を
介
し
て
源
氏
の

朱
雀
帝
へ
の
思
い
を
導
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
れ

ば
、
そ
れ
が
穿
ち
す
ぎ
だ
と
し
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

注　

新
間
一
美
「
引
詩
」（
秋
山
虔
編
『
源
氏
物
語
事
典　

特
装
版
』
學
燈
社
、
一
九
九
三
）
一
五
二
頁
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平
安
初
期
、
仁に
ん

明み
ょ
う

朝
に
『
白
氏
文
集
』
が
将

来
さ
れ
て
以
後
、
白
楽
天
の
詩
文
は
ま
さ
に
一
世

を
風
靡
し
た
。
島
田
忠
臣
・
大
江
朝と

も

綱つ
な

・
菅
原
道

真
ら
漢
学
者
が
愛
好
し
、大
江
維こ

れ

時と
き『
千
載
佳
句
』、

藤
原
公き

ん

任と
う

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
白
楽
天
の
詩
句

が
他
を
圧
し
て
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
枕
草

子
』
一
九
七
段
（
三
巻
本
）
に
「
書
は
、
文
集
、

文
選
」
と
あ
り
、
紫
式
部
は
中
宮
彰
子
に
新し

ん

楽が

府ふ

を
進
講
。
中
世
に
お
い
て
も
藤
原
定
家
が
深
く
私

淑
し
た
ほ
か
、『
徒
然
草
』
一
三
段
に
も
「
文
は

文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、白
氏
文
集
」と
あ
る
。

　

枚
挙
に
暇
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
教
科
書
掲

載
五
作
品
に
限
定
し
、
梗
概
と
と
も
に
主
要
な
も

の
を
紹
介
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
古
文
辞
派
の
荻お

生ぎ
ゅ
う

徂そ

徠ら
い

に
よ
る
「
白
俗
」
の
批
判
や
、
新
奇
性

の
低
減
、
流
行
し
た
『
唐
詩
選
』
に
不
採
録
等
か

ら
、
直
接
の
影
響
は
少
な
く
な
る
。

＊�

主
に
水
野
平
次
『
白
楽
天
と
日
本
文
学
』（
一
九
八
二

年
・
大
学
堂
書
店
）
及
び
明
治
書
院
の
新
釈
漢
文
大

系
『
白
氏
文
集
』
各
巻
を
参
照
し
た
。

■
長
恨
歌　
ち
ょ
う
ご
ん
か

�

七
言
古
詩
（
全
一
二
〇
句
）

［
梗
概
］
三
五
歳
、
長
安
西
郊
の
県
の
役
人
で

あ
っ
た
時
の
作
。
前
半
は
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
出
会

い
と
歓
楽
の
日
々
、
安
禄
山
の
反
乱
と
玄
宗
の
長

安
脱
出
、
楊
貴
妃
の
処
刑
な
ど
、
ほ
ぼ
歴
史
事
実

に
基
づ
い
た
描
写
。
後
半
は
、
亡
き
楊
貴
妃
を
追

慕
す
る
玄
宗
の
様
子
、
魂
を
飛
翔
さ
せ
る
能
力
を

持
っ
た
方
士
の
登
場
、
仙
界
で
の
楊
貴
妃
と
方
士

の
対
面
、
生
前
の
「
愛
の
誓
い
」
の
紹
介
な
ど
、

虚
構
の
場
面
が
展
開
す
る
。
詩
題
の
「
恨
」
は
「
痛

恨
」
の
「
恨
」
で
、
亡
き
楊
貴
妃
に
寄
せ
る
玄
宗

の
追
慕
の
恋
情
。「
長
恨
歌
」
と
は
「
永
遠
に
続

く
愛
の
歌
」
の
意
。

［
影
響
］『
伊
勢
集
』
に
「
長
恨
歌
の
屛
風
を
亭

子
院
の
み
か
ど
か
か
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
所
所
よ

ま
せ
た
ま
ひ
け
る
」。『
後
拾
遺
和
歌
集
』
秋
上
に

道ど
う

命み
ょ
う

法
師
「
長
恨
歌
の
絵
に
玄
宗
も
と
の
と
こ

ろ
に
か
へ
り
て
…
…
な
げ
き
た
ま
へ
る
か
た
を
よ

め
る
」、『
詞
花
和
歌
集
』
雑
上
に
源
道み
ち

済な
り

「
長
恨

歌
の
心
を
よ
め
る
」
と
し
て
「
お
も
ひ
か
ね
わ
か

れ
し
の
べ
を
き
て
み
れ
ば
あ
さ
ぢ
が
原
に
あ
き
か

ぜ
ぞ
ふ
く
」。『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
に
、
桐
壺
帝

が
桐
壺
の
更
衣
（
光
源
氏
の
母
）
の
み
を
愛
す
る

の
で
天
下
の
人
が
「
楊
貴
妃
の
例た

め
し」
に
な
ぞ
ら
え

た
こ
と
。
更
衣
の
死
後
、帝
が
「
長
恨
歌
の
御
絵
」

を
「
あ
け
く
れ
御
覧
」
に
な
っ
た
こ
と
。
形
見
の

品
を
見
た
帝
が
「
な
き
人
の
す
み
か
、
た
づ
ね
出

で
た
り
け
む
、
し
る
し
の
釵

か
ん
ざ
し

な
ら
ま
し
か
ば
」

と
嘆
き
「
た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
伝つ

て

に
て

も
魂た

ま

の
あ
り
か
を
そ
こ
と
し
る
べ
く
」
の
歌
を
詠

む
こ
と
が
描
か
れ
る
。
他
に
夕
顔
、
葵
、
絵
合
、

幻
、
宿
木
の
巻
に
も
引
用
。『
枕
草
子
』
三
四
段

に
「
梨
の
花
…
…
楊
貴
妃
の
帝
の
御
使
に
あ
ひ
て

泣
き
け
る
顔
に
似
せ
て
、『
梨
花
一
枝
、
春
、
雨

を
帯
び
た
り
』
な
ど
い
ひ
た
る
は
…
…
な
ほ
い
み

じ
う
め
で
た
き
こ
と
は
、
た
ぐ
ひ
あ
ら
じ
と
お
ぼ

へ
た
り
」と
。『
大
鏡
』巻
二
、巻
五
に
引
く
ほ
か
、

『
更
級
日
記
』に「
世
の
中
に
長
恨
歌
と
い
ふ
文
を
、

物
語
に
か
き
て
あ
る
所
あ
ん
な
り
と
聞
く
に
、
い

み
じ
う
ゆ
か
し
」
と
。『
唐か

ら

物
語
』
で
は
故
事
全
体

を
紹
介
。『
十
訓
抄
』第
一
に「
夕
殿
に
蛍
と
び
て
」、

第
九
に
「
唐
帝
の
楊
貴
妃
に
別
れ
し
恨う

ら
み

は
長
恨

歌
と
い
ふ
文
名
に
お
ひ
て
聞き

こ

ゆ
」と
。謡
曲
の「
皇

●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

白
楽
天
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
作
品

諸も
ろ

田た

龍た
つ

美み

（
愛
媛
大
学
）
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帝
」「
楊
貴
妃
」
が
ほ
ぼ
長
恨
歌
に
拠
る
ほ
か
「
右

近
」「
狭さ

衣ご
ろ
も」「
樒し
き
み

塚づ
か

」「
鈴
落
」「
祇ぎ

王お
う

」「
柳
」

「
花は

な

筐が
た
み
」「
班
女
」「
浮
舟
」「
小こ

督ご
う

」「
殺せ
っ

生
し
ょ
う

石せ
き

」に
も
引
く
。『
平
家
物
語
』巻
二
に「（
褒ほ
う

姒じ

は
）

一
度
笑
め
ば
百
の
媚
あ
り
け
り
」、
巻
三
に
「（
中

宮
の
様
子
は
）
唐
の
楊
貴
妃
、
梨
花
一
枝
春
の
雨

を
を
び
」、
巻
六
に
「
天
に
す
ま
ば
比
翼
の
鳥
、

地
に
す
ま
ば
連れ

ん

理り

の
枝
と
な
ら
ん
と
、
漢
河
の
星

を
さ
し
て
、御
契ち

ぎ
り

あ
さ
か
ら
ざ
り
し
建
春
門
院
」、

巻
六
に
「
太た

い

液え
き

の
芙ふ

蓉よ
う

未び

央お
う

の
柳
」、巻
十
に
「
か

の
驪り

山ざ
ん

宮
の
秋
の
夕
の
契ち
ぎ
り

も
」、
灌
頂
の
巻
に

「（
女
院
は
）
君
王
の
傍
に
候
は
せ
給
ひ
て
、
朝
に

は
朝あ

さ

政
ま
つ
り
ご
とを
す
す
め
、
よ
る
は
夜
を
専
も
っ
ぱ
ら

に
し
給た
ま

へ
り
」と
。『
宴
曲
集
』巻
五「
年
中
行
事
」に「
年
々

渡
天
の
天
の
川
、
雲
井
の
庭
の
乞き

っ

巧こ
う

奠で
ん

、
玄
宗
皇

帝
の
、
楊
妃
が
か
た
ち
に
か
か
り
て
、
比
翼
連
理

と
契ち

ぎ
りし
、
驪
山
の
昔
ぞ
ゆ
か
し
き
」
と
。
近
松
門

左
衛
門
の
戯
曲
に
も
多
く
の
摘
句
が
あ
る
。『
お

く
の
ほ
そ
道
』
に
「
そ
れ
よ
り
野
田
の
玉
川
・
沖

の
石
を
尋
ぬ
。
末
の
松
山
は
…
…
松
の
あ
ひ
あ
ひ

皆
墓
原
に
て
、
は
ね
を
か
は
し
枝
を
つ
ら
ぬ
る

契ち
ぎ
り

の
末
も
、
終
に
は
か
く
の
ご
と
き
と
悲
し
さ

も
勝ま

さ

り
て
」
と
。『
林は
や
し

羅ら

山ざ
ん

文
集
』
巻
七
一
、
随

筆
に「
白
居
易
新
楽
府
を
作
り
て
李り

夫
人
を
唱
へ
、

長
恨
歌
を
作な

し

て
楊
妃
を
感
ず
。
…
…
而し
か

れ
ど
も
筆

力
足
ら
ず
し
て
還か
へ
り

て
人
を
し
て
之こ
れ

を
読
み
之
を

好
ま
し
め
、
風
刺
の
意
を
失
ふ
」、
同
巻
七
三
、

随
筆
に
「
日
本
旧
時
、
博
士
秀
才
皆
白
文
集
を
誦

す
。…
…
倭
歌
を
詠
ず
る
者
も
、亦ま

た

其そ
の

趣
を
用
ふ
。

云
へ
る
こ
と
有
り
『
白
氏
第
一
第
二
の
帙ち

つ

、
常
に

握あ
く

翫が
ん

す
可べ

し
』（
藤
原
定
家
『
詠
歌
大
概
』）
と
。
就
な
か
ん

中ず
く

、秦し
ん

中ち
ゅ
う

吟ぎ
ん
・
新し
ん

楽が

府ふ

・
長
恨
歌
・
琵び

琶わ

行こ
う

の
類
、

人
人
之こ

れ

を
諳
誦
す
」
と
。

■�

新
豊
折
臂
翁　
し
ん
ぽ
う
の
う
で
を
お

り
し
お
き
な�

雑
言
古
詩

［
梗
概
］三
八
歳
、皇
帝
の
側
近
左さ

拾し
ゅ
う

遺い

で
あ
っ

た
時
の
作
。
政
治
社
会
の
問
題
を
テ
ー
マ
ご
と
に

詠
じ
た
五
〇
首
の
連
作
「
新
楽
府
」
の
第
九
首
。

徴
兵
さ
れ
た
兵
士
が
無
残
に
戦
死
す
る
な
か
、
長

安
東
郊
新し

ん

豊ぽ
う

出
身
の
翁
が
兵
役
を
逃
れ
る
た
め
自

ら
石
で
右
腕
を
砕
い
た
こ
と
を
描
き
、
辺
境
地
帯

で
の
無
意
味
な
戦
功
を
戒
め
る
。

［
影
響
］『
十
訓
抄
』
第
六
に
「
彼か

の
新
豊
の
老

人
が
雲
南
の
軍
を
の
が
り
た
り
け
る
は
、
自
ら
臂

を
う
ち
折
り
け
る
故
な
り
」
と
。『
源
平
盛
衰
記
』

巻
三
〇
に
「
新
豊
県
の
老
翁
は
八
十
八
、
命
を
惜

し
み
て
臂
を
折
り
」
と
。『
太
平
記
』
巻
九
・
巻

一
六
に
も
引
く
。

■
売
炭
翁　
ば
い
た
ん
お
う

�

雑
言
古
詩

［
梗
概
］「
新
楽
府
」
の
第
三
二
首
。「
炭
売
り

の
翁
」
が
雪
中
苦
労
し
て
長
安
城
内
ま
で
運
ん
だ

炭
を
、
宦
官
が
「
宮
市
（
宮
人
の
売
り
買
い
）」
と

称
し
て
、
わ
ず
か
な
絹
を
代
価
に
牛
車
ご
と
奪
い

去
っ
て
ゆ
く
様
を
描
く
。

［
影
響
］大
江
通
国
が「
新
楽
府
廿
句
和
歌
題
序
」

で
、
こ
の
詩
の
「
願
天
寒
」
を
句
題
に
和
歌
を
詠

ん
で
い
る
。
藤
原
忠
通
の
『
法
性
寺
関
白
御
集
』

に
「
売
炭
翁
」「
和
李
部
大
卿
見
売
炭
翁
愚
作
所

贈
之
佳
什
」詩
が
あ
る
。『
平
家
物
語
』巻
三
に「
暁

氷
を
輾こ

ろ
が

る
轍わ
だ
ち

は
る
か
の
門
前
に
横
た
わ
れ
り
」。

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
一
二
に
「
暁
か
け
て
は
氷
を

輾こ
ろ
が

る
車
の
音
老
牛
の
心
を
傷い
た

ま
し
む
」。『
と
は

ず
が
た
り
』の
歌
謡
に「
売
炭
翁
は
あ
は
れ
な
り
、

お
の
れ
が
衣
は
う
す
け
れ
ど
、
薪
を
と
り
て
冬
を

待
つ
こ
そ
悲
し
け
れ
」。『
増
鏡
』
に
「
売
炭
翁
は

あ
は
れ
な
り
、
を
の
が
衣
は
薄
け
れ
ど
、
御
声
い

と
お
も
し
ろ
し
」。
林
羅
山
『
丙へ

い

辰し
ん

紀
行
』
に
「
嶋

田
の
民
お
の
が
家
は
た
だ
よ
ひ
流
る
れ
ど
も
旅
客

の
嚢の

う
（
財
布
）
を
む
さ
ぼ
る
た
め
に
洪
水
を
よ
ろ

こ
ぶ
、
売
炭
翁
が
単ひ

と

衣へ

に
し
て
年
の
寒
き
を
待
つ

が
如ご

と

し
」
と
。
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■�
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対

月
憶
元
九��

は
ち
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
よ
る
、き
ん
ち
ゅ

う
に
ど
く
ち
ょ
く
し
、
つ
き
に
た
い
し
て

げ
ん
き
ゅ
う
を
お
も
う�

七
言
律
詩

［
梗
概
］三
九
歳
の
作
。旧
暦
の「
仲
秋
の
名
月
」

の
夜
に
、
翰か

ん

林り
ん

院い
ん

学
士
（
皇
帝
の
詔
勅
を
作
文
す
る

秘
書
官
）
で
あ
っ
た
白
楽
天
が
、
宮
中
の
翰
林
院

で
一
人
宿
直
し
な
が
ら
名
月
を
眺
め
、
遠
地
の
親

友
元げ

ん

稹し
ん

（
元
九
）
に
思
い
を
馳
せ
た
詩
。
こ
の
時

元
稹
は
宦か

ん

官が
ん

と
争
い
湖
北
省
の
江
陵
府
に
左
遷
さ

れ
て
い
た
。

［
影
響
］『
源
氏
物
語
』
須す

磨ま

巻
に
光
源
氏
が
須

磨
の
浦
の
月
を
見
て
「
こ
よ
ひ
は
十
五
夜
な
り
け

り
…
…
二
千
里
の
外
の
故
人
の
心
と
ず
じ
た
ま
へ

る
例
の
涙
も
と
ゞ
め
ら
れ
ず
」。『
平
家
物
語
』
巻

七
・
青
山
沙
汰
の
事
に
「
村
上
の
聖
代
応
和
の
こ

ろ
ほ
ひ
、
三
五
夜
中
新
月
の
色
白
く
さ
え
、
涼
風

颯
々
た
り
し
夜
中
に
」。『
源
平
盛
衰
記
』
一
二
・

大
臣
以
下
流
罪
事
に
「
照
月
波
も
澄
渡
り
、
二
千

里
外
故
人
心
想
像
旅
の
哀
さ
最
深
し
」。『
増
鏡
』

新
島
守
に
「
は
る
〴
〵
と
、
見
や
ら
る
ゝ
海
の
眺

望
、
二
千
里
の
外
も
、
の
こ
り
な
き
心
地
す
る
い

ま
さ
ら
め
き
た
り
」、同「
久
米
の
さ
ら
山
」に「
誠

に
二
千
里
の
外
の
心
ち
す
る
も
今
さ
ら
め
き
た

り
」
と
。『
徒
然
草
』
一
三
七
段
に
「
花
は
さ
か

り
に
月
は
く
ま
な
き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
…
…

望
月
の
く
ま
な
き
を
千
里
の
外
ま
で
な
が
め
た
る

よ
り
も
」
と
。『
続し

ょ
く

千
載
和
歌
集
』
秋
上
の
藤
原

俊
成
の
歌
に
「
月
を
見
て
千
里
の
外
を
思
ふ
に
も

こ
ゝ
ろ
ぞ
か
よ
ふ
白
川
の
せ
き
」と
。謡
曲
の「
雨

月
」「
高
野
敦
盛
」「
小
督
」「
清し

水み
ず

小
町
」「
月つ
き

少お
と
め女
」「
融と
お
る」「
三み

井い

寺で
ら

」「
姨う
ば

捨す
て

」「
水
尾
山
」
に

引
く
ほ
か
、『
国こ

く

姓せ
ん

爺や

合か
っ

戦せ
ん

』
栴
檀
女
道
行
に
「
二

千
里
外
故
人
の
心
、
三
五
夜
中
に
あ
ら
ね
ど
も
、

影
を
漏
ら
さ
ぬ
月
の
船
」
と
。『
は
い
か
い
袋
』

の
蕪
村
の
句
に「
ゆ
め
の
ゆ
き
ゝ
も
二
千
里
の
秋
」。

■
琵
琶
行　
び
わ
こ
う

�

七
言
古
詩
（
全
八
八
句
）

［
梗
概
］「
琵
琶
引
」
と
も
い
う
。
と
も
に
「
琵

琶
の
う
た

0

0

」
の
意
。
四
五
歳
の
作
。
序
文
に
「
江

州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
翌
年
の
秋
、
旅
立
つ
人
を

見
送
っ
た
際
、
ど
こ
か
の
舟
か
ら
琵
琶
の
音
色
が

聞
こ
え
て
き
た
。
田
舎
に
似
合
わ
ぬ
都
会
風
の
響

き
。
尋
ね
る
と
女
は
、
も
と
長
安
の
芸
妓
で
、
容

貌
が
衰
え
商
人
の
妻
に
な
っ
た
と
。
数
曲
弾
き
終

え
る
と
悲
し
げ
に
う
な
だ
れ
、
若
い
頃
の
楽
し

か
っ
た
こ
と
、
今
は
落
ち
ぶ
れ
流
浪
の
身
で
あ
る

こ
と
を
話
し
た
。
そ
の
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
た

白
楽
天
は
、初
め
て
左
遷
の
悲
し
み
を
実
感
し
た
」

と
。
琵
琶
の
女
へ
の
強
い
共
感
は
、
詩
の
末
尾
で

「
座
中
泣な

み
だ

下
る
こ
と
誰
か
最
も
多
き
、
江
州
の
司

馬
青せ

い

衫さ
ん

湿う
る
ほふ
」
と
歌
わ
れ
る
。

［
影
響
］『
新
撰
朗
詠
集
』
下
、
雑
（
管
弦
）、
雑

（
選
別
）、
雑
（
遊
女
）
に
引
く
ほ
か
、『
源
氏
物
語
』

明あ
か
し石
巻
に
、
明
石
の
入
道
が
娘
の
琴
を
源
氏
に
勧

め
て
「
商
人
の
中
に
て
だ
に
こ
そ
、
ふ
る
琴
き
き

は
や
す
人
は
侍
れ
」と
。『
枕
草
子
』七
六
段
に「
ひ

と
わ
た
り
遊
び
て
、
琵
琶
ひ
き
や
み
た
る
程
に
、

大
納
言
殿
、『
琵
琶
の
声
や
ん
で
物
語
せ
ん
と
す

る
こ
と
遅
し
』」、
八
九
段
に
、
中
宮
が
琵
琶
を
縦

に
し
て
持
っ
て
い
る
の
を
見
て
「
な
か
ば
隠
し
た

り
け
む
は
、
え
か
く
は
あ
ら
ざ
り
け
む
か
し
。
あ

れ
は
た
だ
人
に
こ
そ
あ
り
け
め
」、九
五
段
に
「
右

近
の
内
侍
に
琵
琶
ひ
か
せ
て
…
…
物
も
い
は
で
さ

ぶ
ら
へ
ば
、『
な
ど
、か
う
音
も
せ
ぬ
。も
の
い
へ
。

さ
う
ざ
う
し
き
に
』
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、『
た
だ

秋
の
月
の
心
を
見
侍
る
な
り
』
と
申
せ
ば
、『
さ

も
い
ひ
つ
べ
し
』
と
仰
せ
ら
る
」
と
。『
方
丈
記
』

日
野
山
の
閑
居
に
「
も
し
、
桂
の
風
、
葉
を
な
ら

す
夕
に
は
、
潯じ

ん

陽よ
う

の
江
を
お
も
ひ
や
り
て
」。『
平

家
物
語
』
巻
三
に
「
白
楽
天
、
潯
陽
江
の
辺
に
や

す
ら
ひ
給
ひ
け
む
其
古
を
思
ひ
遣や

り
」
と
。『
源
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平
盛
衰
記
』
巻
一
二
・
大
臣
以
下
流
罪
に
「
但
し

心
あ
る
人
は
皆
罪
な
く
し
て
配
所
の
月
を
見
ん
と

願
事
な
れ
ば
…
…
白
楽
天
…
…
潯
陽
江
側
に
遊
覧

し
給
ひ
け
る
古
き
こ
と
に
思

お
も
ひ�

慰な
ぐ
さ
みて
」、
同
・
師

長
熱
田
社
琵
琶
事
に
師
長
の
琵
琶
の
音
色
を
「
其

声
凄
凄
切
切
と
し
て
又
錚
錚
た
り
…
…
大
珠
小
珠

の
玉
盤
に
落
つ
る
に
相
似
た
り
」
と
。『
唐
物
語
』

第
二
話
に
故
事
を
翻
案
し
て
の
せ
る
ほ
か
、『
十

訓
抄
』
第
十
（
二
七
）
に
「
彼
潯
陽
江
の
ほ
と
り

に
琵
琶
を
聞
き
し
む
か
し
語
に
こ
と
な
ら
ず
」、

同
（
六
〇
）
に
「（
少
女
の
）
と
し
は
十
三
に
て
い

と
ち
ひ
さ
か
り
け
れ
ば
、
琵
琶
行
の
昔
が
た
り
お

も
ひ
や
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
け
り
」と
。『
太
平
記
』

巻
四
に
「
四
絃
一
声
帛は

く

を
裂
く
が
如
し
」
と
あ
る

ほ
か
、
謡
曲
の
「
碇い

か
り

潜か
づ
き」「
岩
船
」「
猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う」「
経

政
」
に
引
く
。『
蕪
村
翁
文
集
』
宇
治
行
に
「
四

絃
一
声
如
裂
帛
と
、
白
居
易
が
琵
琶
の
妙
音
を
比

喩
せ
る
絶
唱
を
お
も
ひ
出
て
、『
帛
を
裂
琵
琶
の

流
や
秋
の
声
』」
と
。
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）『
俗

耳
鼓
吹
』
唐
団
扇
に
、
故
事
を
自
在
に
翻
案
し
て

掲
載
す
る
。『
林
羅
山
文
集
』巻
六
六
、随
筆
に「
白

楽
天
が
琵
琶
行
、
其
の
抑
揚
頓
挫
、
流
離
沈
鬱
の

態
、
千
載
の
下
と
雖い

へ
ども
、
宛
然
琵
琶
哀
怨
の
声
な

り
」
と
。

■�

香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初

成
、
偶
題
東
壁�

�

こ
う
ろ
ほ
う
か
、
あ
ら
た
に
さ
ん
き
ょ
を

ぼ
く
し
、
そ
う
ど
う
は
じ
め
て
な
り
、
た

ま
た
ま
と
う
へ
き
に
だ
い
す�

七
言
律
詩

［
梗
概
］
四
六
歳
の
作
。
二
年
前
、
長
安
で
宰

相
暗
殺
事
件
が
起
き
た
際
、
白
楽
天
は
い
ち
早
く

意
見
書
を
提
出
。だ
が
、越
権
行
為
を
咎
め
ら
れ
、

江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
や
が
て
廬ろ

山ざ
ん

・
香
炉

峰
の
近
く
に
草
堂
を
築
く
。
こ
の
詩
は
そ
の
完
成

を
祝
い
草
堂
の
東
壁
に
書
き
付
け
た
五
首
の
連
作

詩
。
著
名
な
「
日
高
く
眠
り
足
り
て
…
…
」
の
詩

は
、
そ
の
第
四
首
。
尾び

聯れ
ん

に
こ
う
詠う
た

う
「
心
身
と

も
に
安
ら
か
で
落
ち
着
け
る
場
所
こ
そ
が
帰
っ
て

ゆ
く
べ
き
処
だ
。（
名
利
を
追
求
す
る
連
中
が
住
み
た

が
る
）
長
安
だ
け
が
故
郷
で
は
な
い
」。

［
影
響
］『
枕
草
子
』
二
八
〇
段
に
中
宮
定
子
が

「
少
納
言
よ
、
香
炉
峰
の
雪
は
い
か
な
ら
む
」
と

問
う
と
、
少
納
言
が
「
御み

格こ
う

子し

あ
げ
さ
せ
て
、
御

簾
高
く
捲
き
上
げ
た
れ
ば
、（
中
宮
は
）
笑
は
せ
給

ふ
」
と
。『
源
氏
物
語
』
総あ

げ

角ま
き

巻
に
薫
が
「
簾
垂

ま
き
上
げ
て
（
月
を
）
見
給
へ
ば
、
向
ひ
の
寺
の

鐘
の
声
、枕
を
そ
ば
だ
て
て
、今
日
も
暮
れ
ぬ
と
、

か
す
か
な
る
響
き
を
聞
き
て
」
と
。『
大
鏡
』
左

大
臣
時
平
の
条
に
、
菅
原
道
真
が
太
宰
府
で
詠
ん

だ
「
都

と
ふ
ろ
う
は
わ
づ
か
に
か
は
ら
の
い
ろ
を
み
る

府
楼
纔
看
瓦
色
、
観
か
ん
お
ん
じ
は
た
だ
し
ょ
う
せ
い
を
き
く

音
寺
只
聴
鐘
声
」

の
詩
句
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
文
集
白
居
易
、
遺
愛

寺
鐘
欹
枕
聴
、
香
炉
峰
雪
撥
簾
看
と
い
ふ
詩
に
も

ま
さ
ざ
ま
に
作
ら
し
め
給
へ
り
と
こ
そ
、
む
か
し

の
博
士
ど
も
は
申
し
つ
れ
」
と
。『
平
治
物
語
』

唐
僧
来
朝
の
事
に
「
遺
愛
寺
と
い
ふ
寺
は
い
づ
こ

に
あ
る
。…
…
白
楽
天
世
を
遺
れ
し
所
ぞ
か
し
」。

『
曽
我
物
語
』
二
・
惟こ

れ

喬た
か

惟こ
れ

仁ひ
と

の
位
争
の
事
に
「（
小

野
の
山
荘
で
は
）
香
炉
峰
の
雪
を
ば
簾
を
か
ゝ
げ

て
見
る
ら
ん
と
口く

ち

吟ず
さ

み
給た
ま

ひ
け
り
」。『
源
平
盛
衰

記
』
巻
十
・
丹
波
少
将
上
洛
事
に
「
い
つ
し
か
田

舎
に
は
引
替
て
、
入い

り

相あ
ひ

の
鐘
の
音
、
今
日
も
暮
れ

ぬ
と
打
響
く
。
彼か

の

遺
愛
寺
の
辺
の
草
庵
に
似
た
り

け
り
」、
同
巻
一
二
・
大
臣
以
下
流
罪
事
に
「
都

に
は
引
替
て
、
枕
に
近
き
鐘
の
音お

と

信し

て
、
彼か

の
遺

愛
寺
の
草
庵
の
、
ね
ざ
め
も
角か

く

也や

と
思お
も
ひ

知
ら
れ

つ
つ
」
と
。『
平
家
物
語
』
巻
三
に
「
大
寺
の
鐘

の
声
、遺
愛
寺
の
聞
を
驚
か
し
、西
山
の
雪
の
色
、

香
炉
峰
の
望
を
催
す
」。
謡
曲
の
「
野
寺
」
に
「
遺

愛
寺
の
暁
の
枕
」
と
。『
十
訓
抄
』
第
一
に
『
枕

草
子
』の
前
掲
話
を
取
り
上
げ
、『
新
古
今
和
歌
集
』

雑
下
に
藤
原
俊と

し

成な
り

が
「
暁
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」

と
し
て
「
暁
と
つ
げ
の
ま
く
ら
を
そ
ば
だ
て
て
聞

く
も
か
な
し
き
鐘
の
音
か
な
」
と
。
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■
絶
世
の
美
女
、
楊
貴
妃

　

ま
ず
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
一
大
悲
恋
“
物
語
”

「
長
恨
歌
」
よ
り
。「
長
恨
歌
」
は
、
ま
さ
に
美
辞

麗
句
の
宝
庫
で
あ
る
。
味
わ
う
べ
き
表
現
が
き
わ

め
て
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
楊
貴
妃
の
美
女
ぶ
り

を
、
こ
れ
で
も
か
と
美
的
に
表
現
し
て
い
る
も
の

が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち

か
ら
、
二
つ
の
印
象
深
い
表
現
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

廻
眸
一
笑
百
媚
生　
　

六
宮
粉
黛
無
二

顔
色
一

　
　

眸ひ
と
みを
廻め
ぐ

ら
し
て
一い
っ

笑せ
う

す
れ
ば
百
ひ
ゃ
く

媚び

生し
ゃ
うじ

　
　

六り
く

宮き
ゅ
うの
粉ふ
ん

黛た
い

顔が
ん

色し
ょ
く

無な

し

　

玄
宗
と
楊
貴
妃
が
初
め
て
出
会
っ
た
時
、
す
な

わ
ち「
長
恨
歌
」の
は
じ
め
の
部
分（
第
七
・
八
句
）。

「
楊
貴
妃
が
振
り
返
っ
て
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
む
と
、

多
く
の
な
ま
め
か
し
さ
が
生
ま
れ
、
後
宮
の
美
女

た
ち
の
美
し
さ
も
、
ま
っ
た
く
形
無
し
で
あ
る
。」

　

続
い
て
、
安
禄
山
の
乱
が
起
き
、
楊
貴
妃
は
縊く

び

り
殺
さ
れ
る
。
玄
宗
は
忘
れ
ら
れ
ず
、
天
上
界
に

魂こ
ん

魄ぱ
く

と
な
っ
た
楊
貴
妃
を
探
さ
せ
る
と
い
う
後
半

●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

白
楽
天
の
名
句

渡わ
た

辺な
べ

雅ま
さ

之ゆ
き

（
元
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
）

の
場
面
（
第
九
九
─
一
〇
〇
句
）
か
ら
。

　
　

玉
容
寂
寞
涙
欄
干　
　

梨
花
一
枝
春
帯
レ

雨

　
　

�

玉
ぎ
ょ
く

容よ
う

寂せ
き

寞ば
く

と
し
て
涙
な
み
だ

欄ら
ん

干か
ん

　
　

梨り

花く
わ

一い
っ

枝し

春は
る

雨あ
め

を
帯お

び
た
り

　
「
玉
の
よ
う
な
美
し
い
容
貌
は
寂
し
気
で
あ
り
、

涙
が
は
ら
は
ら
と
流
れ
落
ち
、
そ
の
様
子
は
一
枝

の
梨
の
花
が
、
春
の
雨
に
し
っ
と
り
と
ぬ
れ
て
い

る
よ
う
。」彼
女
の
悲
し
く
も
美
し
い
姿
を
描
く
。

『
枕
草
子
』
三
十
五
段
に
、「
楊
貴
妃
の
、
帝
の
御

使
ひ
に
会
ひ
て
泣
き
け
る
顔
に
似
せ
て
、『
梨
花

一
枝
、春
、雨
を
帯
び
た
り
。』な
ど
言
ひ
た
る
は
、

お
ぼ
ろ
け
な
ら
じ
」
と
あ
る
。

■
憂
憤
の
名
句

　

白
楽
天
の
詩
に
は
、
権
力
者
の
横
暴
、
世
の
中

の
矛
盾
を
憤
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
詩
」
と
い

わ
れ
る
も
の
も
多
い
。
こ
こ
で
は
、「
売
炭
翁
」

か
ら
、
そ
の
感
動
的
な
部
分
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

可
レ

憐
身
上
衣
正
単　

心
憂
二

炭
賤
一
願
二
天
寒
一

　
　

�

憐あ
わ

れ
む
べ
し
身し
ん

上じ
ゃ
うの
衣い

正ま
さ

に
単ひ
と
へな
る
を

　
　

�

心こ
こ
ろに
炭す
み

の
賤や
す

き
を
憂う
れ

へ
天て
ん

の
寒さ
む

か
ら
ん
こ
と

を
願ね

が

ふ

　

炭
焼
き
を
生な

り

業わ
い

と
す
る
老
人
が
、
苦
労
し
て

作
っ
た
炭
を
売
り
に
都
に
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
炭
を
、
勅
命
だ
と
称
す
る
役
人
に
、
只た

だ

同
然
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
詩
で
あ
る
。
そ

の
前
半
部
分
。「
真
冬
で
あ
る
の
に
、
じ
い
さ
ん

の
着
て
い
る
も
の
は
夏
物
の
単ひ

と
え。

に
も
か
か
わ
ら

ず
じ
い
さ
ん
は
、
炭
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
よ
う
に

天
候
が
も
っ
と
寒
く
な
っ
て
く
れ
と
願
っ
て
い

る
。」
悲
惨
な
光
景
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
授
業
で

扱
う
と
、生
徒
の
感
想
は
こ
の
二
句
に
集
中
す
る
。

何
と
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
を
抱
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

林
は
や
し

羅ら

山ざ
ん

『
丙へ
い

辰し
ん

紀
行
』
に
、「
島
田
の
民
、
お

の
が
家
居
た
だ
よ
ひ
流
る
れ
ど
も
遊
客
の
裳
を
む

さ
ぼ
る
ゆ
ゑ
に
洪
水
を
喜
ぶ
。
売
炭
翁
が
単
衣
に

し
て
年
の
寒
き
を
待
つ
が
如
し
」
と
あ
る
。

■
秋
の
秀
句

　

季
節
を
詠
み
こ
ん
だ
名
詩
が
多
い
の
も
白
楽
天

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
秋
の
詩
を
取
り
上
げ
る
。

　
　

三
五
夜
中
新
月
色　

二
千
里
外
故
人
心

　
　

�

三さ
ん

五ご

夜や

中ち
ゅ
う

新し
ん

月げ
つ

の
色い
ろ　

二に

千せ
ん

里り

外が
い

故こ

人じ
ん

の

心こ
こ
ろ

　
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
に
独
直
し
、
月
に
対

し
て
元
九
を
憶
ふ
」
と
題
す
る
詩
か
ら
。

　

仲
秋
の
名
月
の
夜
、
宮
中
で
一
人
宿
直
し
、
左

遷
さ
れ
て
遠
い
地
に
い
る
旧
友
、
元
九
（
元
稹
）

を
思
い
や
っ
て
の
詩
。

　
「
十
五
夜
の
新
た
に
昇
っ
て
き
た
月
の
光
、
そ

の
光
を
見
て
、
二
千
里
の
彼
方
に
い
る
元
九
の
こ

と
が
偲
ば
れ
る
。」数
字
を
巧
み
に
用
い
た
名
句
。

　
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
に
、「『
二
千
里
の
外
、

故
人
の
心
』
と
誦
し
た
ま
へ
る
。」
と
あ
る
。
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●
特
集
＝
白
楽
天
と
日
本
の
文
学

大
学
入
試
問
題
に
お
け
る 

白
楽
天

植う
え

松ま
つ

義よ
し

治は
る

（
元
河
合
塾
国
語
科
講
師
）

　
融
合
問
題
で
は
、
白
楽
天
の
詩
文
が
日
本
文
学

に
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
主
題
と
す
る
。
諷

諭
や
閑
適
が
多
く
、
感
傷
も
あ
る
。
表
現
の
平
易

さ
と
多
様
性
、
物
語
を
思
わ
せ
る
視
覚
的
描
写
の

古
詩
が
特
徴
で
あ
る
。
元
稹
や
他
の
友
人
と
の
友

情
の
絆
も
主
題
で
あ
る
。

■
共
通
テ
ス
ト
・
セ
ン
タ
ー
試
験

『
族
類
を
以
て
賢
を
求
む
る
を
請
ふ
（
請
以
族
類

求
賢
）』（
共
通
テ
ス
ト
、
二〇二三）

『
鷹
を
放
つ
（
放
鷹
）』（
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
本
試
、

一九九二）

『
春
河
』（
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
追
試
、
一九九七）

■
各
大
学
入
学
試
験

『
王
昭
君
二
首
』（
尾
道
市
立
大
、
二〇一二）

『
河
亭
晴
望
』
＊
融
合
問
題（
北
海
道
教
育
大
、
二〇二〇）

『
閑
吟
』（
琉
球
大
、
二〇一七）

『
旧
を
思
ふ
（
思
旧
）』（
立
教
大
、
二〇二二）

『
金
鑾
子
を
念
ふ（
念
金
鑾
子
）』（
佐
賀
大
、
二〇一八）

『
元
九
に
与
ふ
る
書
（
与
元
九
書
）』
＊
『
李
杜
の

詩
集
を
読
み
、
因
り
て
巻
後
に
題
す
』
と
と
も
に
出

題
（
福
岡
教
育
大
、
二〇一六）

同
　（
南
山
大
、
二〇一二）

『
蝗
を
捕
ふ
（
捕
蝗
）』（
岐
阜
大
、
二〇〇九）

『
江
樓
の
夕
望
客
を
招
く
（
江
樓
夕
望
招
客
）』（
熊

本
大
、
二〇一四）

『
五
弦
を
弾
ず
（
五
弦
弾
）』（
早
稲
田
大
・
商
、
二〇

一六）
同
　
＊
『
今
鏡
』
と
の
融
合
問
題
（
成
城
大
、
二〇〇八）

『
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
』（
早
稲
田
大
・
人
間
科
学
、

二〇〇七）

『
酒
を
把
る
（
把
酒
）』（
静
岡
大
、
二〇〇六）

『
耳
順
の
吟
　
敦
詩
・
夢
得
に
寄
す
（
耳
順
吟
　

寄
敦
詩
夢
得
）』
＊
融
合
問
題
（
早
稲
田
大
・
政
経
、

二〇〇三）

『
謝
霊
運
の
詩
を
読
む（
読
謝
霊
運
詩
）』（
筑
波
大
、

二〇〇七）

『
舟
行
』（
岡
山
大
、
二〇〇三）

『
州
民
に
別
る
（
別
州
民
）』（
岡
山
大
、
二〇一一）

『
春
江
』（
早
稲
田
大
・
法
、
二〇一五）

『
新
豊
の
臂
を
折
り
し
翁
（
新
豊
折
臂
翁
）』（
早

稲
田
大
・
政
経
、
二〇一四）

『
草
堂
記
』（
小
樽
商
科
大
、
二〇〇六）

『
中
隠
』（
岐
阜
大
、
二〇一九）

『
長
恨
歌
』＊
陳
鴻『
長
恨
歌
伝
』と
の
融
合
問
題（
早

稲
田
大
・
法
、
二〇〇七）

『
天
度
る
べ
し（
天
可
度
）』＊
融
合
問
題（
成
蹊
大
、

二〇一九）

『
熱
に
苦
し
み
恒
寂
師
の
禅
室
に
題
す
（
苦
熱
題

恒
寂
師
禅
室
）』
＊
融
合
問
題
（
福
岡
大
、
二〇一七）

同
　（
神
戸
大
、
二〇一二）

『
貘
屛
賛
　
幷
び
に
序
（
貘
屛
賛
　
幷
序
）』（
九

州
大
、
二〇〇七）

『
八
月
十
五
日
の
夜
、
禁
中
に
独
直
し
、
月
に
対

し
て
元
九
を
憶
ふ（
八
月
十
五
日
夜
、禁
中
独
直
、

対
月
憶
元
九
』
＊
『
方
丈
記
』
と
の
融
合
問
題
（
早

稲
田
大
・
社
会
科
学
、
二〇二〇）

同
　（
早
稲
田
大
・
政
経
、
二〇〇八）

『
八
駿
図
』（
早
稲
田
大
・
法
、
二〇一七）

『
微
之
に
与
ふ
る
の
書
（
与
微
之
書
）』（
宮
崎
大
、

二〇二二）

『
夜
砧
を
聞
く
（
聞
夜
砧
）』（
早
稲
田
大
・
人
間
科

学
、
二〇一一）

『
李
杜
の
詩
集
を
読
み
、因
り
て
巻
後
に
題
す
（
読

李
杜
詩
集
、
因
題
巻
後
）』
＊
『
元
九
に
与
ふ
る
書
』

と
と
も
に
出
題
（
福
岡
教
育
大
、
二〇一六）

『
旅
雁
を
放
つ
（
放
旅
雁
）』（
東
京
大
、
二〇一一）

　
※
底
本
に
は
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版

社
）、『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
）
及
び
『
白

楽
天
全
詩
集
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
を
用
い
た
。

◉
出
題
作
品
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。
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漢
文

　
日
本
語
で
「
古
文
」「
漢
文
」
と
い
う
と
き
の
「
漢
文
」
は
純
然
た

る
日
本
語
だ
。

　
中
国
の
文
献
に
「
漢
文
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
場
合
、
た
い
て

い
日
本
語
の
漢
文
と
は
違
う
意
味
で
あ
る
。

　
漢
王
朝
の
滅
亡
後
、
漢
の
建
国
初
期
の
名
君
だ
っ
た
文
帝
と
最
盛
期

の
武
帝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
漢
文
」「
漢
武
」
と
呼
ば
れ
た
。

　
中
国
文
学
史
で
「
漢
文
、
唐
詩
、
宋
詞
、
元
曲
」
と
い
う
と
き
の
漢

文
は
「
漢
の
時
代
の
散
文
」
の
意
味
だ
。
前
漢
の
司
馬
遷
の
『
史
記
』

と
、
後
漢
の
班
固
の
『
漢
書
』
は
、
傑
出
し
た
歴
史
書
だ
が
、
そ
の
簡

潔
で
躍
動
感
の
あ
る
文
体
は
、
後
世
の
散
文
の
模
範
と
さ
れ
た
。

　
清
の
時
代
の
「
漢
文
」
も
、
日
本
語
の
漢
文
と
は
意
味
用
法
が
違
う
。

清
は
「
満
漢
併
用
制
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
国
家
だ
っ
た
。
行
政
文
書
で

も
「
満
文
」
と
「
漢
文
」
が
公
用
語
だ
っ
た
。
清
代
の
「
漢
文
」
は
、

「
満
文
」
や
「
洋
文
」（
西
洋
語
の
文
）
と
対
に
な
る
語
だ
っ
た
。

　
現
代
の
中
国
人
に
と
っ
て
、『
論
語
』
や
、
李
白
や
杜
甫
の
漢
詩
は

「
古
文
」（
中
国
語
で
は
グ
ー
ウ
ェ
ン
と
発
音
す
る
）
で
あ
る
。
中
国
人

は
こ
れ
ら
を
「
漢
文
」（
ハ
ン
ウ
ェ
ン
）
と
は
呼
ば
な
い
。

　
昔
の
日
本
人
も
「
漢
文
」
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
使
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
江
戸
時
代
に
「
和
服
」
と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
の
と

同
じ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
「
洋
服
」
は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
着

物
を
わ
ざ
わ
ざ
「
和
服
」
と
言
う
必
要
は
な
い
。「
和
服
」
は
、
明
治

時
代
に
生
ま
れ
た
レ
ト
ロ
ニ
ム
（retronym

）
だ
。
つ
ま
り
、
新
し

い
区
分
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
た
「
再
命
名
」
の
言
葉
で
あ
る
。

　「
漢
文
」
も
レ
ト
ロ
ニ
ム
だ
。
昔
の
日
本
で
は
単
に
「
文ふ
み

」
と
言
っ

た
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
第
一
九
八
段
で
「
文
は
、
文
集
。
文
選
。

新
賦
。
史
記
、
五
帝
本
紀
。
願
文
。
表
。
博
士
の
申
文
。」
と
書
い
た
。

全
部
、
漢
文
で
あ
る
。

　
日
本
語
の
「
詩し
い

歌か

」
は
、
漢
詩
と
和
歌
を
指
し
た
。
明
治
時
代
に

な
っ
て
も
、
単
に
「
詩
」
と
言
え
ば
漢
詩
を
意
味
し
、
日
本
語
に
よ
る

詩
は
「
新
体
詩
」
と
呼
ん
だ
。

ｗ
ｅ
ｂ
連
動　

漢
字
文
化
資
料
館

新
連
載 
漢
語
再
発
見 

①�

加か

藤と
う

　
徹と
お
る

�

（
明
治
大
学
）
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国
語

　「
国
語
」
も
、
近
代
的
な
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。
漢
文
に
「
国
語
」

と
い
う
文
字
が
出
て
き
た
場
合
、
た
い
て
い
は
古
代
中
国
の
歴
史
書

『
国
語
』
を
指
す
。
こ
の
書
名
は
、
国
々
の
歴
史
物
語
、
の
意
味
で
あ

る
。
明
治
の
文
豪
・
夏
目
漱
石
は
、『
文
学
論
』
序
の
中
で
こ
う
述
懐

し
た
。「
余
は
少
時
好
ん
で
漢
籍
を
学
び
た
り
。
こ
れ
を
学
ぶ
事
短
か

き
に
も
か
か
は
ら
ず
、
文
学
は
か
く
の
如
き
者
な
り
と
の
定
義
を
漠
然

と
冥
々
裏
に
左
国
史
漢
よ
り
得
た
り
。」

　「
左
国
史
漢
」
は
漢
文
古
典
の
四
つ
の
歴
史
書�

『
春
秋
左
氏
伝
』『
国

語
』『
史
記
』『
漢
書
』
を
指
す
。
漱
石
も
森
鷗
外
も
幸
田
露
伴
も
、
幕

末
生
ま
れ
の
文
豪
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
漢
文
の
素
養
だ
っ
た
。

　
清
の
時
代
に
は
、
満
州
語
を
指
し
て
「
国
語
」
と
言
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
あ
る
民
族
の
固
有
語
、
く
ら
い
の
意
味
だ
。
近
代
的
な

国
民
国
家
の
国
語
、
つ
ま
り
西
洋
のnational�language�

の
訳
語
と

し
て
の
「
国
語
」
は
、
近
代
に
成
立
し
た
新
漢
語
で
あ
る
。

　
授
業
科
目
名
と
し
て
の
「
国
語
」
は
、
純
然
た
る
日
本
語
だ
。
英
国

や
米
国
の
学
校
の
科
目
名
に
はEnglish

は
あ
る
が
、national�lan-

guage
は
な
い
。
中
華
人
民
共
和
国
の
学
校
の
科
目
名
に
は
「
語
文

（
ユ
ィ
ウ
ェ
ン
）」
は
あ
る
が
、「
国
語
（
グ
ォ
ユ
ィ
）」
は
な
い
。
国
に

よ
り
科
目
名
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
違
う
理
由
を
話
す
と
長
く
な
る
の
で
、

別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

　
江
戸
時
代
の
文
人
で
あ
っ
た
頼
山
陽
が
著
し
た
『
日
本
外
史
』
は
、

漢
文
で
書
か
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
そ
の
巻
十
六
「
豊
臣
氏
中
」
二
月

二
十
八
日
の
条
に
「
漢
文
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。
中
国
古
典
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。
外
国
人
に
も
読
め
る
漢
字
だ
け
の
文
章
、
と
い
う

意
味
だ
。
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）
で
秀
吉
が
京
都
を
出
発
し

た
と
き
、
あ
る
人
が
「
盍
以
善
漢
文
者
従
（
盍な
ん

ぞ
漢
文
を
善
く
す
る
者

を
以も
っ

て
従
へ
ざ
る
）」
と
き
い
た
。
秀
吉
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
「
吾
此
行
、

将
使
彼
用
我
文
耳
（
吾わ

が
此
の
行
、
将ま
さ

に
彼
を
し
て
我
が
文
を
用
ひ
し

め
ん
の
み
）」
と
答
え
た
。「
ど
う
し
て
漢
文
の
読
み
書
き
が
得
意
な
秘

書
を
お
連
れ
に
な
ら
な
い
の
で
す
か
？
」「
今
度
の
遠
征
の
目
的
は
、

外
国
を
征
服
し
、
外
国
人
も
日
本
語
を
使
う
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
だ
か

ら
さ
」。『
日
本
外
史
』
の
こ
の
く
だ
り
は
、
昭
和
の
戦
前
の
「
漢
文
」

教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
、
生
徒
も
学
習
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
代
と
同
じ
意
味
の
「
漢
文
」、
つ
ま
り
「
国
文
」「
古
文
」「
英
文
」

な
ど
と
同
列
の
漢
文
と
い
う
意
味
用
法
が
表
れ
る
の
は
、
近
代
に
な
っ

て
か
ら
だ
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）、
文
部
省
は
「
漢
文
教

授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
を
ま
と
め
た
（『
官
報
』
第
八
六
三
〇
号
、

三
月
二
十
九
日
）。
漢
文
と
い
う
言
葉
の
意
味
用
法
や
漢
文
教
科
書
の

訓
読
法
の
指
針
は
、
こ
の
時
に
確
定
し
、
令
和
の
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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連
載
　
陶
淵
明
没
後
一
六
〇
〇
年

陶
淵
明
を
め
ぐ
る
五
つ
の
断
章
・
そ
の
二

〈
子
供
〉
の
発
見
（
前
篇
）�

坂さ
か

口ぐ
ち 

三み

樹き

（
文
教
大
学
）

　
陶
淵
明
（
三
六
五
―
四
二
七
）
は
、
日
常
生
活
を
手
触
り
確
か
に
描
い
て

見
せ
た
。
そ
の
具
体
的
な
表
れ
の
一
つ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
子
供
の
姿
が
そ

の
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
和
郭
主
簿
（
郭
主
簿

に
和
す
）
二
首
」
の
「
其
一
」
に
は
、
ま
だ
こ
と
ば
も
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な

い
幼
児
の
姿
が
、「
弱
子
戲
我
側
、
學
語
未
成
音
（
弱
子 

我
が
側
ら
に
戯
れ
、

語
を
学
び
て
未
だ
音
を
成
さ
ず
）」
と
活
写
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、「
酬
劉

柴
桑
（
劉り

う

柴さ
い

桑さ
う

に
酬む

く

ゆ
）」
に
は
「
命
室
攜
童
弱
、
良
日
登
遠
遊
（
室
に
命
じ

て
童
弱
を
携
へ
、
良
日 

遠
遊
に
登
ら
ん
）」
と
あ
り
、「
歸
去
來
兮
辭
（
帰
去
来

の
辞
）」
で
は
「
僮
僕
歡
迎
、
稚
子
候
門
。
…
…
攜
幼
入
室
、
有
酒
盈
罇
（
僮

僕�

歓
び
迎
へ
、
稚
子 

門
に
候ま

つ
。
…
…
幼
を
携
へ
て
室
に
入
れ
ば
、
酒
有
り
て

罇た
る

に
盈
て
り
）」
と
詠
じ
ら
れ
る
な
ど
、
淵
明
は
そ
の
日
常
生
活
を
描
く
に

あ
た
っ
て
し
ば
し
ば
子
供
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
命
子

（
子
に
命な

づ

く
）」
と
「
責
子
（
子
を
責せ

む
）」
の
ご
と
く
、
子
供
を
主
題
と
し
た

特
異
な
作
品
さ
え
残
し
て
も
い
る
。
な
に
ゆ
え
淵
明
は
、
詩
の
題
材
と
し
て

し
ば
し
ば
子
供
を
取
り
上
げ
た
の
か
。
そ
の
問
い
へ
の
答
え
を
探
る
試
み
の

一
環
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、「
命
子
」
の
一
篇
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
。

　「
命
子
」
は
、
四
言
八
句
を
一
章
と
し
て
、
全
十
章
か
ら
な
る
。
そ
の
第

一
章
は
、
陶
家
の
開
祖
か
ら
う
た
い
起
し
て
、
夏
・
殷
・
周
の
三
代
に
わ
た

る
祖
先
の
輝
か
し
い
功
業
に
つ
い
て
誇
ら
か
に
記
す
。

　
　
悠
悠
我
祖
　
　
悠
悠
た
る
我
が
祖

　
　
爰
自
陶
唐
　
　
爰こ
こ

に
陶
唐
よ
り
す

　
　
邈
爲
虞
賓
　
　
邈ば

く

と
し
て
虞ぐ

の
賓
と
為
り

　
　
歷
世
重
光
　
　
歴
世 

光
を
重
ぬ

　
　
御
龍
勤
夏
　
　
御
竜 

夏
に
勤
め

　
　
豕

翼
商
　
　
豕し

韋ゐ 

商
を
翼た
す

く

　
　
穆
穆
司
徒
　
　
穆ぼ

く

穆ぼ
く

た
る
司
徒

　
　
厥
族
以
昌
　
　
厥そ

の
族 

以
て
昌さ
か

ん
な
り

　
以
下
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
を
経
て
東
晋

に
至
る
ま
で
の
時
代
の
流
れ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
前
漢
の
愍び
ん

侯
陶
舎
・
丞
相

陶
青
父
子
と
淵
明
の
曽
祖
父
で
あ
る
東
晋
の
長
沙
桓
公
陶
侃か
ん

の
功
績
が
称
揚

さ
れ
、
続
く
第
六
章
で
は
祖
父
の
武
昌
太
守
陶
茂
と
亡
父
（
名
は
未
詳
）
の

事
績
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
七
章
で
は
、
そ
れ
ら
先
人
に
比
し
て
ふ
が
い
な
い

己お
の
れ
へ
の
自
責
と
長
子
の
誕
生
が
詠
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
承
け
て
第
八
章
で
は
我

が
子
の
名
と
字あ
ざ
なに
込
め
た
願
い
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
第
九
章
で
は
子
を
思

う
親
の
思
い
が
確
認
さ
れ
、
第
十
章
に
お
い
て
我
が
子
に
託
す
る
思
い
を
述

べ
て
一
篇
を
結
ぶ
。

　
こ
の
詩
で
ま
ず
注
意
を
惹
く
の
は
、
そ
の
用
語
で
あ
る
。
第
一
章
に
は
、

前
漢
・
韋
孟
（
生
没
年
未
詳
）
の
「
諷
諫
」（『
文
選
』
巻
十
九
）
に
あ
る
「
肅

肅
我
祖
、
國
自
豕

（
粛
粛
た
る
我
が
祖
、
国
す
る
こ
と
豕
韋
よ
り
す
）」「
揔

齊
羣
邦
、
以
翼
大
商
（
群
邦
を
揔す

べ
斉と

と
のへ

、
以
て
大
商
を
翼
く
）」
と
よ
く
似
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た
表
現
が
用
い
ら
れ
、
第
三
章
の
「
於
赫
愍
侯
（
於あ

あ 

赫か
く

た
る
愍
侯
）」
や
第

七
章
に
見
え
る
「
嗟
余
寡
陋
、
瞻
望
弗
及
（
嗟あ

あ 

余わ
れ 

寡く
わ

陋ろ
う

に
し
て
、
瞻せ

ん

望ば
う

す
る

も
及
ば
ず
）」
に
は
、
後
漢
・
傅ふ

毅き

（
？
―
九
〇
？
）
の
「
迪て
き

志し

詩
」
の
「
於

赫
我
祖
、
顯
于
殷
國
（
於 

赫
た
る
我
が
祖
、
殷
の
国
に
顕あ

ら
はる
）」「
伊
余
小
子
、

穢
陋
靡
逮
（
伊こ

れ 
余 

小
子
、
穢わ

い

陋ろ
う

に
し
て
逮お

よ

ぶ
靡な

し
）」
と
の
類
似
が
認
め

ら
れ
る
。
韋
孟
・
傅
毅
の
詩
は
、
と
も
に
唐
・
欧お
う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん『
芸
文
類
聚
』
巻
二

十
三
「
人
部
七
」
の
「
諷
」
及
び
「
鍳か
ん

誡か
い

」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
作
で
あ
っ

て
、「
命
子
」
が
そ
う
し
た
詩
の
用
語
を
襲
っ
て
い
る
事
実
は
、
そ
れ
が
訓

誡
を
述
べ
る
詩
の
系
譜
に
連
な
る
作
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
詩
が
四
言
詩
で
あ
る
点
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

四
言
の
リ
ズ
ム
は
、
五
言
に
比
し
て
平
板
・
単
調
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
そ

れ
は
重
厚
・
謹
厳
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。『
文
選
』
所
収
の

詩
に
お
い
て
、「
勧
励
」
や
「
献
詩
」
に
分
類
さ
れ
る
諸
作
が
い
ず
れ
も
四

言
詩
で
あ
る
事
実
は
、
か
か
る
四
言
の
リ
ズ
ム
の
特
性
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
淵
明
の
「
命
子
」
が
我
が
子
へ
の
訓
誡

を
意
図
し
て
詠
じ
ら
れ
た
作
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　
後
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
期
に
か
け
て
は
、
実
は
子
供
へ
の
訓
誡
を
述
べ
た

「
家
誡
」
あ
る
い
は
「
誡
子
書
」
と
呼
ば
れ
る
文
章
が
大
量
に
書
か
れ
た
時

代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
文
章
が
数
多
く
書
か
れ
た
背
景
に
、
家
の
存
続
と

繁
栄
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
当
時
の
貴
族
社
会
の
価
値
観
が
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
家
の
後
継
ぎ
と
な
る
長
子
の
誕
生
を
言こ
と

祝ほ

ぎ
訓
誡
を
述

べ
た
「
命
子
」
は
、「
家
誡
」「
誡
子
書
」
の
盛
行
を
も
た
ら
し
た
の
と
同
じ

社
会
思
潮
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
詩
は
我
が
子
へ
の
訓
誡
を
、
し
か
つ
め
ら
し
い
口
調
で
述

べ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
第
八
章
に
は
「
名
汝
曰
儼
、
字
汝
求
思
。

溫
恭
朝
夕
、
念

在

。
尙
想
孔
伋
、
庶
其
企
而
（
汝
に
名
づ
け
て
儼げ

ん

と
曰

ひ
、
汝
に
求き

う

思し

と
字あ

ざ
なす
。
朝
夕
に
温
恭
な
れ
、
茲こ

れ

を
念お

も

へ
ば
茲こ

こ

に
在
り
。
尚
ほ
想

ふ 

孔こ
う

伋き
ふ

を
、
庶ね

が

は
く
は
其
れ
企
て
ん
こ
と
を
。）」
と
あ
っ
て
、「
儼
」
と
「
求

思
」
と
い
う
名
と
字
に
込
め
た
、
孔
伋
（
孔
子
の
孫
）
の
よ
う
な
人
物
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が
披
瀝
さ
れ
、
第
九
章
で
は
『
荘
子
』
天
地
篇
に

見
え
る
「
厲れ
い

〔
癩
病
〕
之
人
」
の
話
を
踏
ま
え
て
、「
凡
百
有
心
、
奚
特
於

我
（
凡
百 

心
有
り
、
奚な

ん

ぞ
特た

だ
に
我
に
於
い
て
の
み
な
ら
ん
や
）」
と
述
べ
、
す

べ
て
の
人
が
と
も
に
備
え
て
い
る
子
を
案
ず
る
親
と
し
て
の
思
い
が
切
々
と

語
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
結
び
の
第
十
章
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
日
居
月
諸
　
　
日
や
月
や

　
　
漸
免
於
孩
　
　
漸
く
孩が
い

よ
り
免
れ
ん

　
　
福
不
虛
至
　
　
福
は
虚
し
く
は
至
ら
ず

　
　
禍
亦
易
來
　
　
禍
も
亦
た
来
た
り
易
し

　
　
夙
興
夜
寐
　
　
夙つ

と

に
興お

き
夜
に
寐い

ね

　
　
願
爾
斯
才
　
　
爾な

ん
ぢが
斯こ

の
才
を
願
ふ

　
　
爾
之
不
才
　
　
爾
の
不
才
な
る

　
　
亦
已
焉
哉
　
　
亦
た
已や

ん
ぬ
る
か
な

　
こ
こ
で
は
、
我
が
子
の
才
を
願
い
つ
つ
も
、
た
と
え
不
才
で
あ
っ
て
も
そ

れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
、
我
が
子
に
寄
せ
る
親
と
し
て
の
深

い
情
愛
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
訓
誡
の
枠
組
み
を
超
え
て
親
と
し
て

の
真
情
が
率
直
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
点
に
こ
そ
、
こ
の
詩
の
特
色
は
存
す
る

の
で
あ
る
。�

（
以
下
、
次
号
）



大修館書店の「古典探究」

　「
言
語
文
化
」
と
「
古
典
探
究
」
で
は
、
複
数
資
料
の
読
み
比
べ
や
主
体
的
な
探
究
学
習
、
古
典
作
品
へ
の
評
価
・
再
解
釈
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
ど
う
や
っ
て
授
業
に
取
り
入
れ
る
か
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
修
館
書
店
の
「
古
典
探
究
」
は
、
そ
う
し
た
疑
問
に
お
応
え
し
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
工
夫
が
満
載
の
教
科
書
で
す
。

大
修
館
書
店
の
「
古
典
探
究
」

豊
富
な
教
材
と
資
料
で
、
古
典
を
主
体
的
に
楽
し
く
学
ぶ
教
科
書

『
古
典
探
究 

古
文
編
・
漢
文
編
』
『
精
選 

古
典
探
究
』

『古典探究 古文編』
A5 判・294 ページ

『古典探究 漢文編』
A5 判・204 ページ

教
科
書
の
特
色

①�入試を見据えた教材化と、�
充実の読み比べ教材
②探究学習に取り組みやすい構成
③高校生の疑問に答える充実のコラム
④理解を促す多彩な図版

充実の教材が 176 本！
古文、漢文だけでなく、
現代文の教材も多数収録して、
古文の読解を深めます。

『精選 古典探究』
A5 判・406 ページ

一冊でも充実の教材数。
古文、漢文だけでなく、
現代文の教材も収録して、
古文の読解を助けます。
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◆
大
修
館
書
店
　
国
語
教
科
書
の
ご
紹
介

［古探 707］

［古探 708］

［古探 706］



①入試を見据えた教材化と、充実の読み比べ教材
　教材の理解を深めるための教材「読み比べ」「視点」を新設。
　漢文×現代文、古文×漢文、古文×古文……など、さまざまな教材を組
み合わせて読み比べ、教材の理解を深めます。
　古文・漢文教材の江戸時代のパロディ作品や、現代の人気作家のエッセ
イ、専門家による解説文まで多種多様な文章を掲載しています。
　複数の教材を比べて読んで課題に取り組む学習は、大学入学共通テスト
などの試験対策としても活用できます。

［古探 707］46p、［古探 708］240p

掲載ページはすべて『古典探究 古文編・漢文編』と『精選 古典探究』の共通教材です。

［古探 707］51p、
［古探 708］245p

［古探 706］12p、［古探 708］16p

［古探 706］10p、［古探 708］14p



大修館書店の「古典探究」

［古探 707］86p、［古探 708］276p

［古探 707］55p、［古探 708］249p

③高校生の疑問に答える充実のコラム
　古文漢文の基礎知識をまとめた「古文の窓」「漢文の窓」
のほか、古典にまつわる疑問に答えたり、生徒の興味を引き
出したりするコラム「豆知識」を設けました。
　「豆知識」では関連図書の紹介もしています。

［古探 707］34p、［古探 708］232p

［古探 708］3

②探究学習に取り組みやすい構成
　「探究学習」を授業に取り入れやすくする課題や、
課題に取り組むための補助となる図解資料、コラ
ムを充実させました。
　巻頭には調べ学習に役立つ「古典を探究」を設
けるなど、自主学習のためのヒントが満載です。



［古探 707］192p、［古探 708］375p

［古探 707］186p、［古探 708］371p

④理解をうながす多彩な図版
　言葉では説明が難しい地理や人物関係が一目でわかる図版
資料や、作品や作者のつながりの理解を助ける図版資料が充
実！
　「古典 B」で好評だった古文の時代スケールに加え、漢文
の時代スケールを新設。作品の成立年代と、作品に描かれた
できごとが起こった時代を一目で把握できます。

古文・漢文読解の基本が身につく
　古文・漢文の読解の基本となる文法や句法を学ぶための資料を
付録にまとめて収録しています。
　古文では、文法事項を押さえるための課題も掲載しています。

［古探 707］8 p、［古探 708］� p



大修館書店の「古典探究」

［言文 705］
A5 判・364 ページ

［言文 706］
B5 判・312 ページ

『
言
語
文
化
』

『
新
編 

言
語
文
化
』

『
新
編 

文
学
国
語
』［文国 705］

A5 判・398 ページ

大
修
館
書
店
の
古
典
が
学
べ
る
教
科
書

必
修
科
目

選
択
科
目

古
典
×
現
代
、
日
本
×
世
界
、

タ
テ
と
ヨ
コ
、
二
つ
の
軸
で
言
葉

と
文
化
を
考
え
る
。

広
い
視
野
で
学
べ
る
教
科
書
で
す
。

大
判
の
紙
面
で
図
版
資
料
を
豊
富

に
掲
載
。

楽
し
み
な
が
ら
「
言
語
文
化
」
の

つ
な
が
り
や
広
が
り
が
実
感
で
き

ま
す
。

小
説
や
随
想
、
評
論
だ
け
で
な
く
、

古
典
の
名
作
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
味

わ
え
る「
古
典
の
世
界
」を
設
け
、
古

典
作
品
を
11
本
収
録
。
文
学
の
す

べ
て
を
一
冊
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

「文学国語」の教科書でも
古典が学べます！

漢文学習への意欲を高める
コラムを複数設けていま
す。

定番教材のほか、日本の漢
詩も掲載しています。

生徒の興味を引き出すため
の「ブックガイド」が充実
しています。
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諸
橋
轍
次
博
士
生
誕
一
四
〇
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

嘉か

代し
ろ

隆り
ゅ
う

一い
ち

（
諸
橋
轍
次
記
念
館
館
長
）

　

諸
橋
轍
次
博
士
生
誕
一
四
〇
周
年
を
迎
え
、
博

士
の
学
徳
を
顕
彰
し
、
漢
字
文
化
の
交
流
拠
点
を

標
榜
す
る
当
館
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
記
念
事
業

に
よ
り
、
没
後
四
〇
年
を
経
た
諸
橋
轍
次
を
改
め

て
振
り
返
る
生
誕
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
の
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
諸
橋
轍
次
は『
大
漢
和
辞
典
』

の
編
纂
に
代
表
さ
れ
る
「
漢
学
者
」
と
し
て
、
約

六
〇
年
に
お
よ
ぶ
「
教
育
者
」
と
し
て
、
そ
し
て

故
郷
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
「
先
達
」
と
し
て
、
そ

の
多
大
な
足
跡
は
、ま
さ
に
「
三
位
一
体
」
と
な
っ

て
「
諸
橋
轍
次
」
そ
の
人
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
癒
え
ぬ
中
、
博
士
の
学
徳
に
触
れ

る
べ
く
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全

国
か
ら
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
は
、
博
士
生
誕
日
に
お
け
る
静
嘉
堂

文
庫
美
術
館
の
河
野
元
昭
館
長
を
は
じ
め
多
く
の

先
生
方
か
ら
記
念
講
演
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
事
業
（
大
好
き

「
漢
字
」
の
学
校
め
ぐ
り
）
や
記
念
館
諸
事
業
（
漢

字
文
化
理
解
力
検
定
・
全
国
漢
詩
大
会
な
ど
）
に

お
け
る
記
念
事
業
、
四
回
の
企
画
展
示
（「
諸
橋

轍
次
と
ふ
る
さ
と
の
学
校
」
で
は
故
郷
の
小
・
中
・

高
校
の
直
筆
校
歌
）、
生
前
の
博
士
を
知
る
方
々

に
よ
る
お
話
の
記
録
映
像
化
、
新
潟
市
「
に
い
が

た
文
化
の
記
憶
館
」
企
画
展
は
じ
め
博
士
の
関
係

し
た
学
校
・
団
体
に
よ
る
生
誕
記
念
企
画
の
催
し
、

ま
た
、
新
潟
日
報
朝
刊
題
字
脇
に
四
年
間
連
載
し

た
漢
字
文
化
理
解
力
検
定
委
員
諸
氏
に
よ
る
漢
字

コ
ラ
ム
『
行
不
由
徑
』
の
書
籍
化
・
刊
行
と
、
い

ま
な
お
多
く
の
方
々
に
そ
の
学
徳
を
敬
慕
さ
れ
る

諸
橋
轍
次
博
士
生
誕
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
で
し

た
。
令
和
九
年
に
は
国
道
二
八
九
号
が
全
線
開
通

し
太
平
洋
側
と
繫
が
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
当
館

に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
漢
字
文
化
に
浸
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
小
特
集
＝
諸
橋
轍
次
生
誕
一
四
〇
年

　
漢
学
者
・
諸も
ろ

橋は
し

轍て
つ

次じ

は
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
六
月
四
日
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
下し
た

田だ

村
（
現
在
の
三
条
市
庭
月
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
教
育
者
の
父
の
も
と
で
幼
い
頃
か
ら
漢
学
を
学
び
、
母
が
語
る
孫
悟
空
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
後
、

中
国
留
学
を
経
て
同
校
教
授
と
な
り
、
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て
大
成
し
ま
す
。

　
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
諸
橋
が
三
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
編
纂
し
た
『
大
漢
和
辞
典
』
は
、
親
文
字
五
万

余
字
、
熟
語
五
三
万
余
語
を
収
録
。
漢
字
文
化
の
一
大
宝
庫
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
、
諸
橋
の
生
誕
一
四
〇
年
。
そ
の
偉
業
を
次
世
代
に
伝
え
る
記
念
行
事
や
、
関
連
刊
行
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

諸橋轍次記念館（内部）

◆
漢
学
の
里

　

諸
橋
轍
次
記
念
館
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諸
橋
轍
次
と
『
大
漢
和
辞
典
』

池い
け

澤ざ
わ

正た
だ

晃あ
き

（
元
漢
和
辞
典
編
集
者
）

編
纂
の
動
機

　

諸
橋
轍
次
が
、「（
大
漢
和
辞
典
）
編
纂
の
動
機

は
何
か
と
よ
く
人
に
問
わ
れ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ

そ
れ
ほ
ど
確
た
る
信
念
を
も
っ
て
始
め
た
わ
け
で

も
な
い
。
…
そ
ん
な
わ
き
道
に
手
を
出
す
考
え
は

全
然
な
か
っ
た
…
」（「
私
の
履
歴
書
」）
と
自
ら
書

い
て
い
る
よ
う
に
、一
九
二
六
年
に
鈴
木
一い

ち

平へ
い（

大

修
館
書
店
創
業
者
）
か
ら
漢
和
辞
典
編
纂
の
依
頼

が
あ
っ
た
と
き
、
諸
橋
に
は
引
き
受
け
る
気
が

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
中
国
に
留
学
し
た
と
き
の

経
験
か
ら
、「
完
全
な
原
典
に
よ
っ
て
完
全
な
解

釈
を
施
し
た
漢
和
辞
典
」
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

た
も
の
の
、
東
京
高
等
師
範
学
校
漢
文
科
主
任
教

授
の
地
位
に
あ
っ
て
学
位
論
文
の
執
筆
に
忙
し
い

四
十
代
少
壮
気
鋭
の
漢
学
者
に
は
、
辞
典
編
纂
と

い
う
の
は
「
わ
き
道
」
に
思
え
た
ら
し
い
。

　

諸
橋
轍
次
は
、
一
八
八
三
年
六
月
四
日
、
現
在

の
新
潟
県
三
条
市
庭
月
に
、
父
安
平
と
母
シ
ヅ
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
数
え
年
五
歳
で
『
三
字

経
』
の
素
読
、
七
歳
で
『
論
語
』
を
父
か
ら
学
ん

だ
諸
橋
は
、
一
九
〇
四
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校

国
語
漢
文
科
に
入
学
す
る
。
当
時
の
校
長
は
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

、
学
級
担
任
は
の
ち
に
『
大
日
本
国
語
辞

典
』
を
完
成
さ
せ
た
松ま

つ

井い

簡か
ん

治じ

だ
っ
た
。
一
九
〇

八
年
、
卒
業
と
同
時
に
群
馬
師
範
学
校
に
赴
任
す

る
も
一
年
で
再
度
上
京
、
東
京
高
等
師
範
学
校
漢

文
研
究
科
に
入
学
、
卒
業
後
に
二
度
の
中
国
留
学

を
経
て
一
九
二
一
年
に
同
校
教
授
と
な
っ
た
。

漢
和
辞
典
編
纂
を
開
始
す
る
　

　

一
九
二
八
年
九
月
、「
漢
和
辞
典
編
纂
」
の
契

約
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
鈴
木
に
と
っ
て
は
、

関
東
大
震
災
後
い
ち
早
く
再
建
を
果
た
し
、
十
分

な
資
金
力
の
も
と
に
念
願
の
辞
典
出
版
に
乗
り
出

す
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。
諸
橋
が
辞

典
編
纂
を
引
き
受
け
た
理
由
の
一
つ
に
、
教
授
を

兼
務
し
て
い
た
大
東
文
化
学
院
（
大
東
文
化
大
学

の
前
身
）
で
の
学
園
騒
動
で
退
学
に
な
っ
た
学
生

た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
。
東
洋
文
化
振
興
を
目
的

と
し
て
創
設
さ
れ
た
大
東
文
化
学
院
に
は
、
漢
文

の
読
め
る
優
秀
な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。「
漢

字
は
謂
わ
ば
東
洋
の
文
化
を
運
ぶ
車
で
あ
り
舟
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
事
典
の
要
素
も
取

り
入
れ
た
言
葉
の
辞
典
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た

諸
橋
は
、
そ
の
学
生
た
ち
に
辞
典
の
仕
事
を
手

伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
鈴

木
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
た
。
語
彙
カ
ー
ド
に
用

例
・
出
典
を
明
記
、
用
例
に
は
訓
点
を
施
し
、
出

典
名
だ
け
あ
っ
て
用
例
が
な
い
も
の
は
原
典
を
最

初
か
ら
あ
た
っ
て
用
例
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
地

道
な
作
業
が
続
い
た
。
数
年
後
に
は
そ
の
カ
ー
ド

が
三
〇
万
枚
以
上
に
達
し
た
た
め
、
刊
行
計
画
の

大
幅
な
拡
大
・
変
更
が
行
わ
れ
た
。

［
戦
前
版
］
巻
一
刊
行

　

一
九
三
三
年
、
鈴
木
は
組
版
工
場
を
新
設
、
一

九
四
一
年
秋
ま
で
に
約
一
万
三
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
分

を
組
み
上
げ
た
。
一
九
四
一
年
一
二
月
、
太
平
洋

戦
争
が
勃
発
す
る
と
印
刷
・
製
本
関
係
の
資
材
が

逼
迫
、
用
紙
は
す
べ
て
割
当
制
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
困
難
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
が
、
一
九
四
三
年

九
月
一
〇
日
に
「
巻
一
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
四
五
年
二
月
の
空
襲
は
「
巻
二
」
以
降

の
組
置
き
し
て
あ
っ
た
活
字
を
一
夜
に
し
て
約
百

ト
ン
の
巨
大
な
鉛
の
塊
と
化
し
て
し
ま
う
。
諸
橋

は
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
全
巻
分
の
校
正
刷
を

自
宅
の
ほ
か
に
世
田
谷
の
静せ

い

嘉か

堂ど
う

文
庫
、
山
梨
県

の
宝
鉱
山
に
分
散
疎
開
さ
せ
た
。

●
小
特
集
＝
諸
橋
轍
次
生
誕
一
四
〇
年
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［
初
版
］
刊
行

　

戦
災
を
免
れ
た
全
巻
の
校
正
刷
を
原
稿
と
し
て
、

辞
典
事
業
は
戦
後
ま
も
な
く
に
東
京
高
等
師
範
学

校
・
東
京
文
理
科
大
学
出
身
者
が
中
心
と
な
っ
て

再
開
さ
れ
た
。
戦
災
に
よ
っ
て
活
字
で
の
組
版
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
に
写
真
植
字
を
採
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
五
万
字
に
上
る
原
字
制
作
を
石
井
茂も

吉き
ち

（
写
研
創
業
者
）
に
依
頼
し
た
。
一
九
六
〇
年

五
月
に
［
初
版
］
全
一
三
巻
が
完
結
、
鈴
木
が
諸

橋
に
辞
典
編
纂
の
依
頼
を
し
て
か
ら
三
五
年
、
諸

橋
は
七
八
歳
、
鈴
木
は
七
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。

［
縮
写
版
］
刊
行

　

一
九
六
五
年
、諸
橋
に
文
化
勲
章
が
授
与
さ
れ
、

一
九
六
八
年
に
は
［
初
版
］（
Ｂ
５
判
）
を
Ａ
５
判

に
縮
小
し
た
［
縮
写
版
］
全
一
三
巻
が
完
結
し
た
。

定
価
が
抑
え
ら
れ
入
手
し
易
く
な
っ
た［
縮
写
版
］

は
一
般
読
書
家
や
学
生
に
予
想
以
上
の
売
れ
行
き

を
み
せ
た
。
一
九
七
一
年
、
鈴
木
は
［
縮
写
版
］
を

見
届
け
て
八
三
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。社
葬
で
は
、

諸
橋
が
〈
友
人
代
表
〉
と
し
て
弔
辞
を
述
べ
た
。

［
修
訂
版
］
刊
行

　
「
残
生
の
凡す

べ

て
は
此こ

の
書
の
補
訂
に
捧
げ
よ
う
」

と
い
う
諸
橋
の
素
願
は
鎌か

ま

田た

正た
だ
し（

東
京
教
育
大
学

名
誉
教
授
）・
米よ
ね

山や
ま

寅と
ら

太た

郎ろ
う

（
静
嘉
堂
文
庫
長
）
の

二
人
に
託
さ
れ
た
。
大
修
館
書
店
で
は
、
鎌
田
を

所
長
と
す
る
東
洋
学
術
研
究
所
を
設
立
、
本
格
的

な
修
訂
作
業
が
始
ま
っ
た
。
作
業
は
、
三
〇
万
枚

に
お
よ
ぶ
カ
ー
ド
化
さ
れ
た
語
彙
に
つ
い
て
原
典

と
照
合
す
る
出
典
調
査
が
主
だ
っ
た
が
、
字
音
・

解
字
に
も
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。［
修
訂
版
］
は
、

一
九
八
六
年
に
全
一
三
巻
が
完
結
す
る
が
、
一
九

八
二
年
一
二
月
八
日
、
諸
橋
は
［
修
訂
版
］
を
み

る
こ
と
な
く
数
え
百
歳
の
天
寿
を
全
う
す
る
。

［
語
彙
索
引
］［
補
巻
］
の
刊
行
―
全
一
五
巻
完
結

　
「
辞
典
の
生
命
を
し
て
不
朽
な
ら
し
め
る
た
め

に
は
、
そ
の
修
訂
増
補
は
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
「
大
漢
和
辞
典
修
訂
の
序
」
を
書

き
残
し
て
い
た
諸
橋
の
遺
志
は
、引
き
続
き
鎌
田
・

米
山
に
託
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
語
彙
を

新
字
体
・
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
る
五
十
音
順
で
配

列
し
た
『
語
彙
索
引
』
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
漢

字
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
親
文

字
・
語
彙
を
増
補
し
た
『
補
巻
』
が
刊
行
さ
れ
、

編
纂
事
業
は
全
一
五
巻
と
な
っ
て
完
結
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
、［
デ
ジ
タ
ル
版
］が
発
売
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
膨
大
な
辞
典
デ
ー
タ
は
パ
ソ

コ
ン
上
で
も
検
索
・
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。

世
界
最
大
級
の
漢
和
辞
典
編
纂
の
歴
史
を
た
ど
る

『
大
漢
和
辞
典
』
の
百
年

�

池
澤
正
晃
著

　

一
九
一
八
年
の
大
修
館
書
店
創
業
か
ら
一
〇
年

後
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
『
大
漢
和
辞
典
』。
そ

の
修
訂
・
増
補
を
含
め
た
編
纂
過
程
と
二
〇
一
八

年
の
デ
ジ
タ
ル
版
発
行
ま
で
の
百
年
の
歩
み
を
著

者
と
出
版
者
の
両
面
か
ら
た
ど
り
、
豊
富
な
図
版

資
料
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
活
版
印
刷
が
主
流
だ
っ
た
時
代
、
な
ぜ

紙
型
が
出
版
社
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
言
わ
れ

た
の
か
な
ど
、
当
時
の
印
刷
・
出
版
事
情
な
ど
に

つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

好
評
重
版

A5判・260ページ
定価3,740円
（本体3,400円＋税10％）
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■
五
万
字
を
一
覧
で
き
る

　
『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次 

著
、
鎌
田
正
・
米

山
寅
太
郎 

修
訂
増
補
）
に
収
め
ら
れ
た
約
五
万
字

の
漢
字
が
、
千
ピ
ー
ス
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
な

り
ま
し
た
。
漢
字
は
、
伝
統
的
な
部
首
配
列
で
、

部
首
内
は
画
数
順
に
並
べ
て
い
ま
す
。
教
育
漢
字

は
赤
色
、
常
用
漢
字
は
青
色
、
人
名
用
漢
字
は
緑

色
で
示
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
に
発
売
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
、「
な
が

め
て
楽
し
い 

漢
字
５
万
字
」（
Ｂ
全
判
・728m

m

×1030m
m

・
税
込
二
七
五
〇
円
）
と
あ
わ
せ
て
、

教
室
で
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
挑
戦
し
て
み
ま
し
た

　

編
集
部
で
も
、
こ
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
ピ
ー
ス
の
中
の
漢

字
を
見
て
、
部
首
や
画
数
を
手
が
か
り
に
組
み
立

て
て
い
く
と
、「
こ
ん
な
に
画
数
の
多
い
漢
字
が

あ
る
の
か
」「『
燕
』
や
『
烏
』
は
『
火
』
部
に
入

っ
て
い
る
の
か
」「『
木
』『
水
』『
心
』
な
ど
の
部

首
の
漢
字
を
よ
く
見
か
け
る
」
な
ど
、
新
た
な
気

付
き
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で

楽
し
み
な
が
ら
、
漢
字
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
そ
う
で
す
。

　

八
時
間
半
ほ
ど
で
、
無
事
、
完
成
し
ま
し
た
。

◎
新
商
品
紹
介

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

漢
字
５
万
字

1000 ピース（500mm×750mm)
４色・箱入り
直販サイト販売価格：3,850 円
（本体 3,500 円＋税 10％）

	 詳しくはこちら→

原寸大の組み立て見本（写真奥）付きです。
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「
ケ
イ
軻
」
の
姓
は
「
荊
」
と
も
「
荆
」
と
も

書
き
ま
す
。
棘
の
あ
る
低
木
で
あ
る
イ
バ
ラ
を
意

味
し
ま
す
。
湖
北
省
、
湖
南
省
の
辺
り
も
指
し
、

姓
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

漢
和
辞
典
を
見
る
と
、
し
ば
し
ば
字
源
が
示
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
字
は
「
艸く

さ

」
と
音
を
表
す
「
刑け
い

」

か
ら
な
る
形
声
文
字
だ
と
分
か
り
ま
す
。
そ
の
説

を
述
べ
た
漢
代
の
字
書
『
説
文
解
字
』
の
篆
書
体

も
出
て
い
て
、古
く
は
上
部
に
あ
る「
艸
」が「
刑
」

A

を
覆
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

よ
り
古
い
周
代
の
金
文
を
調
べ
る
と
、
実
際
に

「
荊
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
漢
代
の

隷
書
で
も
、
ほ
ぼ
「
荊
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
秦
代
に
は
「
荊
軻
」
も
草
冠
を
大
き

く
書
い
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

楷
書
体
が
成
立
し
た
六
朝
時
代
か
ら
、「
荆
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
字
源
の
意
識
が

弱
ま
り
、
筆
法
や
バ
ラ
ン
ス
、
形
の
似
た
別
の
字

か
ら
の
類
推
が
生
じ
た
た
め
で
し
ょ
う
。
こ
の
字

を
構
成
す
る
「
艸
」「
开
」
な
ど
の
部
分
は
、
六

朝
時
代
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
字
体
（
異
体
字
）
を
派

生
し
ま
し
た
。「
荆
」
は
、
実
際
に
よ
く
用
い
ら

れ
た
の
で
、「
俗
字
」
と
認
定
し
う
る
も
の
で
す
。

明
代
の
『
字
彙
』
な
ど
歴
代
の
漢
字
辞
典
は
、
習

慣
に
従
い
こ
れ
を
見
出
し
の
字
体
と
し
ま
し
た
。

『
大
漢
和
辞
典
』
も
そ
う
し
て
い
ま
す
。
清
朝
の

康
煕
帝
の
勅
撰
に
よ
る
字
書
『
康
煕
字
典
』
は
、

字
源
を
重
ん
じ
て
篆
書
体
に
従
い
、「
荊
」
と
い

う
字
体
を
正
し
い
も
の
と
認
定
し
た
の
で
す
。

　

な
お
、日
本
で
は
、「
表
外
漢
字
字
体
表
」で「
荆
」

を
単
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
と
見
な
し
ま
し
た
。

一
方
、
漢
和
辞
典
に
は
、
配
置
に
違
い
を
持
つ
異

体
字
（
動
用
字
）
と
み
て
、
俗
字
と
い
う
ラ
ベ
ル

を
貼
る
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
現
在
の
中
国
で

は
「
荆
」
を
正
し
い
字
体
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、「

」
を
「
正
字
」、「

」
を
字
源
に
即

し
た
「
本
字
」
と
み
な
す
立
場
も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
揺
れ
の
あ
る
字
体
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
「
蓮
」「
苅
」
は
昔
か
ら
草
冠
が
右
上
に
小

さ
く
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
の

漢
和
辞
典
で
は
字
体
が
違
う
と
明
記
さ
れ
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
逆
に
「
臈
」
は
、
草
冠
を
大
き
く

書
く
こ
と
が
と
く
に
日
本
で
増
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
慣
習
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
は
別

に
、常
用
漢
字
の「
茨
」（
字
形
の
こ
と
な
ど
は『
方

言
漢
字
事
典
』
を
参
照
）
や
「
落
」「
薄
」
の
草

冠
を
小
さ
く
、「
漢
」「
漠
」
の
草
冠
を
大
き
く
書

く
と
、
誤
字
と
さ
れ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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始
皇
帝
暗
殺
を
企
て
た
刺
客
「
ケ
イ
軻
」
の
ケ
イ

は
「
荊
」「
荆
」
ど
ち
ら
を
書
く
の
が
正
し
い
の
？

Q
正
字
・
異
体
字
の
区
別
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小中学校
漢文科
授業参観

　

昨
年
度
、
九
年
ぶ
り
に
中
学
一
年
生
の
担
任
と

な
り
、
こ
れ
を
機
に
も
う
一
度
生
徒
と
一
緒
に
英

語
を
一
か
ら
勉
強
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
な

ぜ
こ
の
意
欲
を
学
生
時
代
に
持
て
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
と
後
悔
し
つ
つ
も
、
段
々
と
本
格
的
に
英
語

を
勉
強
し
た
く
な
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
向
け
て
勉

強
し
始
め
ま
し
た
。

　

私
が
学
生
だ
っ
た
ウ
ン
十
年
前
と
違
い
、
今
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
イ
ヤ
ホ
ン
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
本
格
的
に
英
語
が
勉
強
で
き
る
時

代
で
す
。
ア
プ
リ
も
充
実
し
て
い
て
、
リ
ス
ニ
ン

グ
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
（
読
み
上

げ
ら
れ
る
英
語
を
聞
き
取
る
こ
と
）
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
内
で
完
結
で
き
、
学
生
時
代
と
の
違
い
に

と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
を
毎
日
こ
な
し
て
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
と
英
語
に
対
す
る
理
解
力
が
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
も
し

か
し
た
ら
漢
文
で
も
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
漢
文
を
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
漢
文

酒さ
か

井い

雅ま
さ

巳み

（
巣
鴨
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）

授
業
を
考
案
し
て
み
ま
し
た
。

　

古
文
や
漢
文
は
、
音
読
を
繰
り
返
す
こ
と
で
理

解
力
が
深
ま
る
こ
と
を
多
く
の
先
生
が
感
じ
て
い

る
は
ず
で
す
。
一
方
、
音
読
だ
け
で
は
な
か
な
か

古
文
や
漢
文
の
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
も
感

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
用
い
て
生
徒
一
人

一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
漢
文
を
デ
ィ
ク
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
員
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
音
読
の
魅
力
を
最
大
限
に
生

徒
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

現
在
、
多
く
の
学
校
で
生
徒
が
一
人
一
台
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
ま
す
。
録
音
し

た
デ
ー
タ
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
か
つ
こ
ち
ら
が

何
度
も
読
み
上
げ
る
必
要
が
な
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
の
ペ
ー

ス
で
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
デ
ィ
ク
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
漢
文
に
対
す
る
理

解
力
が
深
ま
り
ま
す
。

【
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
漢
文
　
授
業
内
容
】

（
中
学
二
年
生
で
の
授
業
を
想
定
し
て
い
ま
す
）

①�　

ス
マ
ホ
の
録
音
ア
プ
リ
な
ど
を
使
用
し
て
訓

読
文
を
録
音
す
る
。

　

・�

録
音
す
る
教
材
は
、
短
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

『
論
語
』
な
ど
の
一
文
や
漢
詩
、
長
い
も
の

に
挑
戦
す
る
場
合
は
、「
矛
盾
」
や
「
蛇
足
」

「
五
十
歩
百
歩
」な
ど
が
取
り
組
み
や
す
い
。

　

・�

正
確
に
書
き
取
り
で
き
る
よ
う
に
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
で
１
マ
ス
１
マ
ス
書
き
取
れ
る
プ
リ

ン
ト
を
用
意
す
る
と
、書
き
取
り
し
や
す
い
。

②�　

録
音
し
た
デ
ー
タ
をGoogle�classroom

な
ど
で
配
布
す
る
。

　

・�

デ
ー
タ
を
各
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
に
配
布
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
デ
ィ
ク
テ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
。

③�　

録
音
さ
れ
た
も
の
を
聞
き
な
が
ら
、
訓
読
文

を
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　

・�

最
初
は
書
き
下
し
文
と
し
て
そ
の
ま
ま
書
き

取
る
。
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
訓
読
文
を

聞
き
な
が
ら
、
白
文
に
返
り
点
を
つ
け
る
こ

と
に
も
挑
戦
し
て
み
る
。

④　

正
確
に
書
き
取
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　

・�

模
範
解
答
を
配
布
し
、
自
己
採
点
を
す
る
。

１
０
０
点
満
点
の
減
点
方
式
で
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
得
点
を
競
わ
せ
る
と
盛
り
上
が
る
。
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二
〇
二
四
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト�

「
国
語
」
漢
文
の
分
析
と
指
導�

北き
た

澤ざ
わ

紘こ
う

一い
ち

（
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

!

概
要

　

二
〇
二
四
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
「
国
語
」
漢
文
は
、
唐
の
杜と

牧ぼ
く

の
【
詩
】「
華か

清せ
い

宮き
ゆ
う」

と
そ
れ
に
関
連
す
る
【
資
料
】
Ⅰ
〜
Ⅲ
（
蔡さ
い

正せ
い

孫そ
ん

『
詩し

林り
ん

広こ
う

記き

』
所
収
）・【
資
料
】
Ⅳ
（
程て
い

大だ
い

昌し
よ
う『
考こ
う

古こ

編へ
ん

』
所

収
）
か
ら
の
出
題
で
あ
る
。
杜
牧
は
、
字
を
牧ぼ
く

之し

、
号
を
樊は
ん

川せ
ん

と
い
い
、

中
国
晩
唐
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
。
七
言
絶
句
を
得
意
と
し
、「
華

清
宮
」
の
ほ
か
、
江
南
の
景
色
を
写
実
的
に
詠
ん
だ
「
江
南
春
」、
項

羽
の
烏
江
で
の
最
期
を
詠
ん
だ
「
題
烏
江
亭
」（
故
事
成
語
「
捲
土
重

来
」
の
語
源
）
等
が
有
名
で
あ
る
。【
資
料
】
は
、
後
世
「
華
清
宮
」

に
付
け
ら
れ
た
注
釈
で
あ
り
、『
詩
林
広
記
』『
考
古
編
』
ど
ち
ら
も
、

『
四
庫
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
詩
林
広
記
』
巻
六
で
は
、【
資

料
】
Ⅱ
と
Ⅲ
の
順
番
が
逆
で
あ
り
、
Ⅱ
（『
畳
山
詩
話
』）
の
末
尾
か
ら

「
如
之
何
不
亡
」（
之こ
れ

を
如い
か
ん何
ぞ
亡ほ
ろ

び
ざ
ら
ん
）、
Ⅲ
（『
遯と
ん

斎さ
い

閑か
ん

覧ら
ん

』）

の
末
尾
か
ら
「
詞
意
雖
美
而
失
事
実
」（
詞
意
美
な
り
と
雖い
へ
ども
事
実
を

失
ふ
）
と
い
う
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
考
古
編
』
巻
八

に
は
、【
資
料
】
Ⅳ
の
前
に
、【
資
料
】
Ⅲ
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
本
文
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
設
問
の
都
合
に
よ
る
改
変
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
年
ぶ
り
に
漢
詩
が
出
題
さ
れ
た
。
こ
れ
で
二
〇
二
〇
年
度
セ
ン

タ
ー
試
験
、
二
一
・
二
二
・
二
四
年
度
共
通
テ
ス
ト
と
、
五
年
間
で
四
回

の
漢
詩
出
題
で
あ
る
。
本
文
の
字
数
は
【
詩
】
が
題
を
含
め
て
三
一
字
、

【
資
料
】
Ⅰ
が
三
七
字
、
Ⅱ
が
二
四
字
、
Ⅲ
が
四
八
字
、
Ⅳ
が
四
八
字

で
、
前
年
度
よ
り
四
字
減
少
し
た
。
設
問
数
は
六
問
（
前
年
度
七
問
）、

マ
ー
ク
数
は
八
箇
所
（
前
年
度
九
箇
所
）
で
、
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
。

　

複
数
問
題
文
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
特
徴
で
あ
る
が
、【
資
料
】
は

【
詩
】
の
注
釈
で
あ
り
、
読
み
易
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
問
５
で

【
資
料
】
Ⅲ
と
Ⅳ
と
の
関
係
を
問
う
説
明
問
題
が
出
さ
れ
た
が
、
大
意

が
取
れ
て
い
れ
ば
解
答
で
き
る
。
問
題
文
が
複
数
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

特
別
な
読
み
方
を
す
る
必
要
は
な
い
。
漢
字
・
語
句
の
意
味
、
白
文
の

読
み
方
と
い
っ
た
定
番
問
題
の
ほ
か
、
前
出
問
５
、
問
４
【
資
料
】
を

ふ
ま
え
た
【
詩
】
句
の
解
釈
、
問
６
【
資
料
】
を
ふ
ま
え
た
【
詩
】
の

鑑
賞
が
問
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
共
通
テ
ス
ト
本
試
に
お
い
て
新
傾
向
の

問
題
と
い
え
る
。
二
三
年
度
ま
で
毎
年
出
題
さ
れ
た
空
欄
補
充
問
題
は
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う
意
味
の
重
要
語
句
で
あ
る
。
漢
文
で
は
、「
農
民
」
に
限
定
さ
れ
な

い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
①
「
民
衆
」
が
正
解
。
選
択
肢
に

「
農
民
」
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
正
答
率
は
高
か
っ
た
。
イ
「
膾−二
炙

人
口
一
」
は
、「
人じ
ん

口こ
う

に
膾
く
わ
い

炙し
ゃ

す
」
と
読
む
。
味
の
良
い
膾な
ま
すや
炙あ
ぶ

り
肉

が
よ
く
人
の
口
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、〔
人
々
の
間
に
広
く
知
れ
わ
た

る
〕
こ
と
を
い
う
故
事
成
語
で
あ
る
。
④
「
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い

る
」
が
正
解
。【
資
料
】
Ⅰ
・
Ⅱ
の
内
容
か
ら
、
①
「
異
口
同
音
に
批

判
す
る
」
⑤
「
人
々
が
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
」
を
選
ぶ
受
験
生
が
多
く
、

正
答
率
の
低
い
問
題
と
な
っ
た
。
ウ
「
因
」
は
、「
よ
リ
テ
（
よ
ツ

テ
）」
と
読
み
、〔
そ
こ
で
・
そ
の
た
め
に
・
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
等
と
訳

す
接
続
語
で
あ
る
。
前
の
内
容
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
後
の
内
容
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
。
①
「
そ
の
た
め
に
」
が
正
解
。
正
答
率
の

極
め
て
高
い
問
題
で
あ
っ
た
。

 

問
３ 　

傍
線
部
の
返
り
点
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
問
題

　

セ
ン
タ
ー
試
験
以
来
の
白
文
傍
線
部
問
題
の
定
番
形
式
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
正
答
率
の
低
い
難
問
が
出
題
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
誤
答

選
択
肢
が
ま
っ
た
く
文
意
の
通
じ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
例
年
に

比
べ
て
正
答
率
が
高
か
っ
た
。
な
お
、
選
択
肢
上
段
の
返
り
点
は
、
下

段
の
書
き
下
し
文
に
合
わ
せ
て
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ず
れ
は
な
い
。

　

傍
線
部
後
半
に
「
所
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
漢
文
中
の
「
所
」
の
多

く
は
、「
所
レ
─　
ス
ル」
の
よ
う
に
下
の
語
か
ら
返
っ
て
読
み
、〔
─
す
る
こ

と
／
も
の
〕
等
と
訳
す
。
こ
の
段
階
で
「
所
不
顧
」
を
「
顧
み
ざ
る

出
題
さ
れ
な
か
っ
た
。
問
題
文
の
長
さ
・
内
容
、
設
問
で
問
わ
れ
て
い

る
知
識
・
内
容
・
難
易
度
は
入
試
漢
文
と
し
て
標
準
的
で
あ
る
。（
注
）

が
丁
寧
で
、【
資
料
】
が
読
み
易
か
っ
た
分
、
過
去
三
年
度
に
比
べ
て

受
験
生
に
と
っ
て
取
り
組
み
易
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

!

設
問
の
解
説

 

問
１ 　

漢
詩
の
形
式
と
押
韻
を
問
う
問
題

　
【
詩
】
の
形
式
と
押
韻
箇
所
を
問
う
問
題
で
あ
る
。
二
二
年
度
問
４

以
来
の
、
漢
詩
の
ル
ー
ル
を
直
接
問
う
問
題
で
あ
っ
た
。【
詩
】
は
一

句
が
七
文
字
、
全
四
句
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。
七
言
詩
は
原
則
と
し
て

第
一
句
末
＋
偶
数
句
末
で
押
韻
す
る
が
、
第
一
句
末
は
踏
み
落
と
し
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
漢
字
の
音
読

み
の
母
音
部
分
で
判
断
す
れ
ば
よ
い
。
起
句
末
「
堆
」tai

・
承
句
末

「
開
」kai

・
結
句
末
「
来
」rai

は
、
す
べ
て
母
音
部
分
がai

に
な
っ

て
い
る
（
転
句
末
は
「
笑
」shou

）。
正
解
は
選
択
肢
⑤
「
形
式
は
七

言
絶
句
で
あ
り
、『
堆
』『
開
』『
来
』
で
押
韻
し
て
い
る
。」
漢
文
既
修

者
の
正
答
率
が
高
い
問
題
で
あ
っ
た
。

 

問
２ 　

ア
「
百
姓
」・
イ
「
膾
炙
人
口
」・
ウ
「
因
」
の
意
味
問
題

　

二
二
年
度
の
漢
字
、
二
三
年
度
の
漢
字
・
語
句
の
意
味
問
題
に
続
い

て
の
出
題
で
あ
る
。
今
回
は
漢
字
・
語
句
に
加
え
て
、
故
事
成
語
の
知

識
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
「
百
姓
」
は
、「
ひ
や
く
せ
い
」
と
読
み
、〔
人
民
・
民
衆
〕
と
い
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所
」
と
読
め
て
い
る
選
択
肢
②
④
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
所
」
直
前
の
「
有
」
も
、
普
通
「
有　
リ

レ
─
」「
有　
リ

二

─
一
」
の
よ
う
に

下
の
語
か
ら
返
っ
て
読
む
。
②
「
有
れ
ど
も
顧
み
ざ
る
所
な
り
」
は
誤

り
。
④
「
人
力
を
窮
め
人
命
を
絶
つ
も
、
顧
み
ざ
る
所
あ
り
と
」
が
正

解
で
あ
る
。

　

共
通
テ
ス
ト
開
始
以
来
、
白
文
問
題
に
お
い
て
、「
有
」
も
「
所
」

も
（
追
試
を
含
め
）
す
で
に
三
回
目
の
登
場
で
あ
る
。
白
文
問
題
で
は
、

句
形
を
構
成
し
な
い
頻
出
漢
字
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 

問
４ 　
【
資
料
】
Ⅰ
・
Ⅱ
を
ふ
ま
え
た
【
詩
】
第
三
句
の
解
釈
問
題

　

解
釈
問
題
は
毎
年
出
題
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
【
資

料
】
を
ふ
ま
え
た
【
詩
】
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。「
早

馬
」「
砂
煙
」「
そ
れ
を
見
て
楊
貴
妃
は
笑
う
」
は
全
選
択
肢
共
通
で
あ

り
、
実
質
的
に
は
【
資
料
】
Ⅰ
・
Ⅱ
の
内
容
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
【
資
料
】
Ⅱ
に
「
明
皇
致　
シ
テ二
遠
物ヲ
一
以テ

悦　
バ
シ
ム

二　

婦
人ヲ
一
」
と
あ
り
、
選
択

肢
①
「
玄
宗
の
た
め
楊
貴
妃
が
」
は
主
客
が
逆
で
あ
る
。
Ⅰ
に
「
涪ふ
う

州し
う

致　
ス
ニレ
貢ヲ

以　
テ
シ二
馬
逓ヲ
一
」
と
あ
り
、
②
「
産
地
へ
と
走
り
ゆ
く
」
が
誤
り
。

「
産
地
か
ら
運
ん
で
く
る
」
の
で
あ
る
。
Ⅰ
に
「
人
馬
多ク

斃レ
二
於
路ニ
一
」

と
あ
る
が
、
③
「
宮
殿
の
門
の
直
前
で
倒
れ
」
る
わ
け
で
は
な
い
。
⑤

「
玄
宗
に
取
り
入
り
た
い
役
人
」
は
Ⅰ
に
も
Ⅱ
に
も
登
場
し
な
い
。
正

解
は
④
「
玄
宗
の
命
令
で
楊
貴
妃
の
好
物
の
茘
枝
を
運
ぶ
早
馬
が
砂
煙

を
上
げ
疾
走
し
て
来
る
。
そ
れ
を
見
て
楊
貴
妃
は
笑
う
。」
漢
文
既
修

者
の
正
答
率
は
高
か
っ
た
。
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問
５ 　
【
資
料
】
Ⅲ
・
Ⅳ
に
関
す
る
説
明
問
題

　

選
択
肢
が
長
く
、
一
見
し
て
共
通
部
分
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

こ
う
い
っ
た
場
合
、
選
択
肢
間
の
食
い
違
い
部
分
に
注
目
す
る
と
よ
い
。

選
択
肢
前
半
に
は
「【
資
料
】
Ⅲ
は
、
玄
宗
一
行
が
驪り

山ざ
ん

に
滞
在
し
た

時
期
と
茘
枝
が
熟
す
時
期
と
の
一
致

⇔

不
一
致
に
よ
っ
て
、【
詩
】
の

描
写
が
事
実
に
符
合
す
る

⇔

反
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
」
と
あ
る
。
Ⅲ

に
は
「
是　
レ

未　
ダ

三
ル

嘗　
テ

六
月　
ニ
ハ

　

在　
ラ

二
驪
山　
ニ

一
也
。
然　
ル
ニ

　

茘
枝　
ハ

盛
暑　
ニ
シ
テ

　

方　
メ
テ

　

熟　
ス
ト」
と

あ
る
の
で
、「
不
一
致
」「
事
実
に
反
す
る
」
と
し
て
い
る
③
④
⑤
に
絞

る
こ
と
が
で
き
る
。
選
択
肢
後
半
に
は
「【
資
料
】
Ⅳ
は
、
…
【
資
料
】

Ⅲ
の
見
解
を
補
足
で
き
る

⇔

反
論
す
る
根
拠
と
な
る
」
と
あ
る
。
Ⅳ
に

は
「
六
月
一
日
、
貴
妃
誕
辰
、
駕
幸　
ス

二
驪
山　
ニ

一
」
と
あ
る
の
で
、
玄
宗

や
楊
貴
妃
が
六
月
に
驪
山
華
清
宮
に
居
た
か
ど
う
か
に
お
い
て
、
Ⅲ
と

は
完
全
に
対
立
し
て
い
る
。「【
資
料
】
Ⅲ
の
見
解
を
補
足
で
き
る
」
と

す
る
③
④
は
誤
り
。「
反
論
す
る
根
拠
と
な
る
」
と
し
て
い
る
⑤
が
正

解
で
あ
る
。
選
択
肢
が
長
い
た
め
か
、
正
答
率
は
低
か
っ
た
。

 

問
６ 　
【
資
料
】
を
ふ
ま
え
た
【
詩
】
の
鑑
賞
を
問
う
問
題

　
【
詩
】【
資
料
】
全
体
の
内
容
理
解
を
問
う
問
題
で
あ
る
。
選
択
肢
が

長
く
、
内
容
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
選
択
肢
中
か
ら
本
文
に
な
い
／
合

わ
な
い
箇
所
を
探
す
消
去
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
。

　

選
択
肢
①
に
は
「
事
実
無
根
の
逸
話
」
と
あ
る
が
、
事
実
無
根
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
③
「
驪
山
の
山
容
や
宮
殿
の
門
の
配
置
…
茘
枝
に
つ

い
て
も
写
実
的
に
描
写
」
は
、【
詩
】
に
も
【
資
料
】
に
も
見
当
た
ら

な
い
。
④
「
茘
枝
の
希
少
性
」
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
⑤
に

は
「
玄
宗
が
楊
貴
妃
と
と
も
に
賞
味
す
る
茘
枝
」
と
あ
る
が
、
玄
宗
が

茘
枝
を
食
べ
る
か
ど
う
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
二
人
が
永

遠
の
愛
を
誓
っ
た
こ
と
を
賛
美
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、「
賛
美
し
て

い
る
」
と
は
言
え
な
い
。
正
解
は
②
。「
不
適
切
な
手
段
で
運
ば
れ
る

茘
枝
」
と
あ
る
の
は
、
本
来
公
文
書
の
緊
急
輸
送
に
用
い
る
馬
逓
で
茘

枝
を
運
ん
だ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。【
資
料
】
Ⅲ
と
Ⅳ
と
が
対
立
し
て

い
る
の
で
、「
事
実
か
ど
う
か
不
明
な
部
分
が
あ
る
」
も
適
当
で
あ
る
。

!

予
想
と
対
策

　

今
後
も
複
数
の
問
題
文
が
提
示
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

漢
詩
が
出
題
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
問
題
文
が
複
数
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
な
読
み
方
・
解
き
方
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
設
問
は
、
形
式
・
内
容
・
難
易
度
に
わ
た
り
入
試
漢
文
と
し
て

標
準
的
で
あ
る
。
知
識
で
即
答
で
き
る
問
題
は
取
り
こ
ぼ
し
た
く
な
い
。

漢
文
に
由
来
し
わ
が
国
の
言
語
文
化
を
形
成
す
る
漢
字
・
語
句
・
定
型

表
現
（
句
形
）・
漢
詩
・
故
事
成
語
の
正
確
な
知
識
の
習
得
、
漢
字
の

読
み
・
意
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
用
法
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
正
し
い
理
解

（「
有
」「
所
」「
以
」
等
）
が
重
要
で
あ
る
。
二
五
年
度
か
ら
「
国
語
」

に
大
問
が
一
題
追
加
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
は
一
〇
分
し
か

延
長
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
漢
文
に
お
い
て
も
よ
り
速
く
読
解
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
は
速
読
の
訓
練
も
指
導
に
取
り
入
れ
た
い
。
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後
藤
淳
一 

編
著

『
は
じ
め
て
の
漢
詩
作
り
入
門
』

Ｂ
５
判
変
型
・
並
製
・
八
八
頁
・

定
価
＝
二
、三
一
〇
円
（
税
込
）　

大
修
館
書
店

　

本
書
は
、
全
く
の
初
心
者
を
対
象
に
、「
漢
詩

を
ま
ず
は
一
首
作
っ
て
み
る
」
と
い
う
こ
と
に
目

標
を
絞
っ
た
手
引
書
で
あ
る
。
分
量
と
し
て
は
九

十
頁
弱
の
比
較
的
薄
め
の
本
で
あ
る
が
、
内
容
は

少
し
も
妥
協
し
て
い
な
い
。「
練
習
問
題
」
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
が
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
解
き
な
が
ら
第
１
章
か
ら
第
３
章
ま

で
学
び
進
め
て
い
け
ば
、
自
ず
と
規
則
に
則
っ
た

七
言
絶
句
、
即
ち
、
李
白
や
杜
甫
に
見
せ
て
も
通

用
す
る
作
品
が
作
れ
る
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
よ
う
に
課
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

程
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

編
著
者
の
後
藤
淳
一
氏
は
三
十
年
以
上
に
わ
た

り
、
故
石
川
岳
堂
（
忠
久
）
先
生
の
指
導
を
受
け
、

現
在
は
大
学
や
市
民
講
座
な
ど
、
漢
詩
作
り
指
導

の
第
一
線
で
活
躍
中
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
添
削

指
導
の
的
確
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

　

本
書
は
六
つ
の
章
か
ら
成
る
。
第
１
章
で
は
、

漢
詩
と
は
「
漢
文
」
＝
「
昔
の
中
国
語
」
で
作
る

も
の
、
と
い
う
当
然
の
事
実
を
踏
ま
え
、
大
本
と

な
る
漢
文
の
基
本
を
、
文
法
中
心
に
学
ぶ
。
こ
こ

で
注
意
点
と
し
て
「
和
習
」
を
避
け
る
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
若
」
と
い
う
字
に
は
、

本
来
、「
わ
か
い
」
と
い
う
意
味
は
な
く
、「
わ
か

い
」
の
意
で
使
う
と
「
和
習
」
と
な
る
、
な
ど
。

な
お
、「
和
習
」
に
つ
い
て
は
第
６
章
に
多
く
の

誤
り
や
す
い
事
例
が
掲
載
し
て
あ
り
便
利
で
あ
る
。

　

第
２
章
で
は
、
平
仄
、
押
韻
、
二
四
不
同
、
二

六
対
な
ど
、
七
言
絶
句
の
規
則
を
学
ぶ
。
こ
れ
ら

の
規
則
は
、
五
言
絶
句
や
律
詩
に
も
共
通
す
る
基

本
的
で
重
要
な
規
則
で
あ
る
。
最
初
は
聊
か
煩
雑

に
感
ぜ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
度
、
覚
え

て
し
ま
え
ば
、
ど
う
と
い
う
こ
と
は
無
く
な
る
で

あ
ろ
う
。（
規
則
が
無
か
っ
た
ら
却
っ
て
難
し
い
。）

　

第
３
章
で
七
言
絶
句
の
実
作
に
入
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
七
言
絶
句
は
四
句
か
ら
な
る
が
、
ま

ず
は
最
初
の
一
句
（
七
字
）
を
作
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。
う
ま
く
一
句
出
来
た
ら
、
こ
れ
を
結
句
に

据
え
、
次
に
転
句
、
更
に
起
承
の
二
句
へ
と
進
み
、

一
首
を
完
成
さ
せ
る
（
七
言
絶
句
は
後
ろ
か
ら

作
っ
て
い
く
の
が
鉄
則
）。
但
し
、
そ
れ
で
終
わ

ら
せ
ず
、「
推
敲
」
し
て
磨
き
を
か
け
る
。
一
旦

は
良
く
出
来
た
と
思
っ
た
作
品
で
も
、
改
め
て
見

直
す
と
往
々
に
し
て
規
則
上
の
問
題
点
や
不
適
切

な
表
現
が
見
つ
か
る
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
瑕

疵
で
は
な
い
に
し
て
も
、
よ
り
良
い
表
現
が
見
つ

か
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
や
り
方
ま
で
が
、
具
体

例
に
即
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

第
４
章
で
は
、
第
３
章
ま
で
に
修
得
し
た
知
識

を
踏
ま
え
、『
漢
詩
創
作
の
た
め
の
詩
語
集
』（
大

修
館
書
店
）
等
を
使
っ
た
執
筆
者
の
実
作
例
が
紹

介
さ
れ
る
。
詩
題
選
び
か
ら
推
敲
ま
で
、
自
作
す

る
際
の
参
考
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

（
本
章
は
中
嶋
愛
氏
執
筆
）

　

第
５
章
で
は
、
前
章
ま
で
と
は
少
々
趣
を
変
え
、

「
韻
塞
ぎ
」「
柏
梁
体
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
も
の
で
、
特
に

中
学
や
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
教
育
の
場
な

ど
で
漢
詩
に
興
味
を
持
た
せ
る
の
に
好
適
な
「
実

践
案
」
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。（
本
章
は
岡

本
利
昭
氏
執
筆
）

　

第
６
章
は
資
料
集
で
あ
る
。
漢
詩
の
基
本
用
語

解
説
、
漢
詩
歳
時
記
、
要
注
意
の
和
習
、
韻
字
一

覧
、
平
仄
早
見
表
、
七
言
絶
句
の
平
仄
式
な
ど
、

充
実
し
て
い
る
。�

（
堀
口
育
男
・
茨
城
大
学
教
授
）
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川
合
康
三 

著

『
偏
愛
的
漢
詩
雑
記
帖
』

 

近
刊

　

そ
も
そ
も
『
偏
愛
的
漢
詩
雑
記
帖
』
と
は
、
随

分
風
変
わ
り
な
命
名
で
あ
る
。
漢
詩
の
愛
好
者
は

だ
い
た
い
古
典
主
義
者
で
あ
り
、
ど
っ
し
り
と
安

定
し
た
世
界
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
に
向
け
て

「
偏
愛
」
を
ぶ
つ
け
て
く
る
。
著
者
は
そ
れ
を
百

も
承
知
の
上
で
、
敢
え
て
漢
詩
の
自
由
な
読
み
方

の
可
能
性
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
漢
詩
の
魅
力

を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
著

者
一
流
の
希
望
表
明
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

収
録
作
品
は
古
い
方
か
ら
、『
詩
経
』・
後
漢
の

「
古
詩
十
九
首
」、
魏
の
曹
操
・
曹
丕
、
南
朝
の
陸り
く

凱が
い

・
陶
淵
明
、
唐
の
王
維
・
李
白
・
高こ
う

適せ
き

・
杜

甫
・
韓
愈
・
孟
郊
・
李
賀
・
白
居
易
・
劉り
ゅ
う禹う

錫し
ゃ
く・

李
商
隠
、
南
宋
の
陸
游
、
明
末
の
高
啓
、
清
末
の

黄
仲
則
・
龔き
ょ
う自じ

珍ち
ん

、
最
後
は
日
本
の
禅
僧
か
ら
一

休
と
な
っ
て
お
り
、
有
名
ど
こ
ろ
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
網
羅
し
て
い
て
る
。

　

全
部
で
三
八
項
目
、
偏
愛
の
対
象
と
な
る
詩
の

ほ
か
関
連
の
詩
句
や
詩
人
が
幅
広
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
世
界
は
結
構

大
き
い
。
あ
る
意
味
、
漢
詩
を
め
ぐ
る
話
題
は
ほ

ぼ
こ
の
一
冊
の
中
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
を

こ
れ
か
ら
読
む
人
も
、
む
し
ろ
す
で
に
読
み
慣
れ

て
い
る
人
に
こ
そ
、
本
書
は
興
味
深
く
刺
激
的
で

あ
ろ
う
。

　

収
録
項
目
数
で
は
、
杜
甫
が
六
項
目
で
最
多
、

四
項
目
が
李
白
、
三
項
目
が
白
居
易
・
李
商
隠
・

陸
游
。
陸
游
は
、
今
の
日
本
の
知
名
度
は
と
も
か

く
約
一
万
首
の
詩
を
作
っ
た
南
宋
最
大
の
詩
人
で

あ
る
。
そ
の
点
、
李
商
隠
に
三
項
目
さ
い
た
あ
た

り
に
著
者
の
「
偏
愛
」
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

ま
た
韓
愈
の
親
友
で
、
身
過
ぎ
世
過
ぎ
が
拙
な

か
っ
た
孟
郊
に
も
偏
愛
を
寄
せ
て
い
る
。
曰
く

「
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
孟
郊
（
七
五
一
─
八
一
四
）、

こ
の
人
は
あ
ま
り
知
ら
れ
ず
、
訳
注
も
で
て
い
な

い
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一

人
。
日
本
人
が
ふ
つ
う
に
い
だ
く
漢
詩
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
ず
い
ぶ
ん
か
け
離
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

〈
中
略
〉
そ
の
肉
体
に
閉
ざ
さ
れ
た
、
と
が
っ
た

氷
片
の
よ
う
な
心
。
な
ん
と
も
暗
く
、
冷
た
く
、

鋭
い
」。
こ
う
し
て
著
者
の
偏
愛
に
導
か
れ
て
、

読
者
は
孟
郊
と
出
会
い
、
中
国
古
典
文
学
の
間
口

の
広
さ
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
の
語
る

偏
愛
と
は
、
漢
詩
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
常
識
、

つ
ま
り
思
い
込
み
に
風
穴
を
開
け
る
方
法
の
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
本
は
、
中
国
名
詩
選
と
名
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
作
品
本
位
の
訳
注
書
と
は
違
う
。
主
眼
は
あ

く
ま
で
も
、
著
者
の
漢
詩
に
対
す
る
考
え
を
述
べ

る
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
作
品
全
体
に
執
着
せ
ず
、

さ
わ
り
の
部
分
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。
本
書
に
は
そ
う
し
た
思
い
切
り
の
良
さ
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
、
普
通
は
取
り
上
げ
に
く
い

長
篇
も
自
在
に
扱
う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
一

部
分
を
取
り
上
げ
た
詩
も
、
著
者
一
流
の
濃
密
な

言
葉
に
誘
わ
れ
て
、
慊あ
き
たり
な
さ
を
覚
え
る
こ
と
な

く
、
十
分
に
文
学
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

著
者
の
川
合
康
三
氏
に
は
専
門
家
相
手
の
著
作

も
少
な
く
な
い
が
（
近
刊
『
中
国
の
詩
学
』
研
文

出
版
な
ど
）、
本
書
に
は
著
者
の
漢
詩
に
対
す
る

年
来
の
思
い
と
考
え
が
、
最
も
分
か
り
や
す
い
形

で
見
事
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
の
愛
好
者
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
手
に
取
る
べ
き
書
物
で
あ
ろ
う
。

�

（
松
原
朗
・
専
修
大
学
）
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